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編
集
後
記

 1 日 生活発表会（魚梁瀬保育所）
 お別れ遠足（魚梁瀬小学校）
 9 日 馬路中学校卒業式（馬路体育館）
10日 魚梁瀬小・中学校卒業式（魚梁瀬小・中学校体育館）
13日 親子スポーツ教室（馬路体育館）
19日 馬路小学校卒業式（就業改善センター）
22日 村内4校修了式・離任式
23日 馬路保育所卒園式
25日 庄屋祭・鬼門堂祭・村表彰
26日 魚梁瀬保育所卒園式
29日 高知県議会議員選挙告示日
31日 集落活動センターやなせ開所式

 1 日 豆まき（魚梁瀬保育所）
 3 日 杉の子発表会（魚梁瀬小・中学校）
 8 日 馬路小学校学習発表会（就業改善センター）
16日 生活発表会（馬路保育所）
17日 第36回中芸地区子ども駅伝競走大会（田野町）
28日 やなせのひなまつり（～3月3日）（魚梁瀬丸山公園）
28日 お別れ遠足（馬路小学校）

　「
平
成
最
後
」と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を

よ
く
ニュ
ー
ス
で
聞
き
ま
す
が
、広
報

う
ま
じ
も
平
成
最
後
の
発
行
と
な

り
ま
し
た
。平
成
を
振
り
返
る
と
、

芸
能
界
・ス
ポ
ー
ツ
界
の
引
退
が
多

か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。皆
さ
ん

は
、ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か
？

　
次
の
時
代
も
馬
路
村
に
と
っ
て
よ

り
飛
躍
す
る
時
代
と
な
る
よ
う
に

願
い
ま
す
。　
　
　

（
Ｈ
）
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村内あちらこちら

3月13日　親子スポーツ教室（馬路体育館）

2月3日　杉の子発表会（魚梁瀬小・中学校）

2月16日　生活発表会（馬路保育所）　　

3月1日　お別れ遠足（魚梁瀬小学校）

3月31日　集落活動センターやなせ開所式

地域おこし協力隊・集落活動センターやなせ・・ １３･１４
Dr.中川の木の香る診察室から ・・・・・１５

お知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６

行事予定表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７

村内あちらこちら・村のできごと・・・・１８

2月

3月

平成３１年度一般会計当初予算 ・・・・ ２･３
赤ちゃん万歳・レイチェルコーナー ・・・４
第３６回中芸地区子ども駅伝競走大会 ・・５
おらが村の学校だより58 ・・・・・・・・ ６ ･７
議会だよりNo.156・村表彰 ・・・・・ ８～１１
中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会・ １２

　馬路温泉北側にポケットパークが完成し、３月２２日にオープンしました。
　村内の子どもたちには原風景として遊びながら郷土愛を育み、観光の方々には、思い出のワンシー
ンとなる。「馬路村の山並みをモチーフにした遊び場」ができました。
　遊びエリアのすべてにゴムチップが使われ、転倒時のけがを軽減し、滑りにくい舗装です。

ポケットパーク完成
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村
民
の
健
康
と
福
祉
向
上
を

目
的
と
し
て
、「
馬
路
村
地
域
福

祉
計
画・馬
路
村
地
域
福
祉
活
動

計
画
」に
基
づ
き
、村
民
の
誰
も
が

住
み
な
れ
た
地
域
で
、安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
村

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●
住
民
主
体
の
村
づ
く
り

　
世
代
を
超
え
、誰
も
が
集
い
活

躍
で
き
る
場
所
と
し
て
、各
地
区

で
実
施
し
て
い
る「
あ
っ
た
か
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
」を
基
盤
に
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
た
め
の
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、住
民
が
主
体
と
な
って
取
り

組
ん
で
い
る
各
地
区
の
座
談
会
等

の
活
動
を
支
援
し
、地
域
力
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

●
健
康
の
維
持
向
上

　
特
定
健
診・が
ん
検
診・歯
科
検

診
受
診
率
の
向
上
に
努
め
る
と
と

も
に
、糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、糖
尿
病
予
防
教

室
の
実
施
な
ど
、診
療
所
と
連
携

し
て
病
気
の
早
期
発
見
、早
期
治

療
に
つ
な
げ
ま
す
。ま
た
、小
中
学

校
や
地
域
で
、ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
に
よ

る
食
の
健
康
教
育
や
、壮
年
期
の

健
康
づ
く
り
と
し
て
、村
内
事
業

所
に
出
向
き
、血
管
病
対
策
の
推

進
の
た
め
の
健
康
教
室
や
、健
康
パ

ス
ポ
ー
ト
の
定
着
を
図
り
、全
世

代
で
健
康
管
理
に
取
り
組
む
人

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、生

活
習
慣
病
発
症
と
重
症
化
の
予

防
に
努
め
ま
す
。

●
子
育
て
支
援

　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の

切
れ
目
の
な
い
総
合
的
な
支
援
と

し
て
、子
育
て
ひ
ろ
ば
の
開
催
や
、

相
談
体
制
、親
も
育
ち
学
べ
る
体

　本村の平成31年度当初予算は、普通交付税については前年度並みを見込んでいるものの、今後の見通しは厳しく、ま
た、馬路村就業改善センターの建替えをはじめとする公共施設の老朽化への対応など大きな財政需要も見込まれること
から、平成30年度予算における各施策をＰＤＣＡサイクルにより検証を行い、事業の必要性を吟味した上で、「馬路村まち・
ひと・しごと創生総合戦略」の4つの基本目標につながる予算としました。
　そして、南海トラフ地震対策である「住民の安全と防災に強い村」を実現するための施策や、「住民の健康と福祉の向
上」に対する施策においても、職員一丸となって取り組んでいきます。

平成31年度

一般会計当初予算１９億５千万円

総　額
1,950,000千円

地方交付税
770,000
（39.49％）

県支出金ほか
150,649
（7.72％）

村債
189,100
（9.70％）

扶助費
21,930
（1.12％）

公債費
250,820

（12.86％）

　人件費
 372,756
（19.12％）

繰出金
75,648
（3.88％）

  物件費
427,715
（21.93％）

その他
523,387
（26.84％） 災害復旧

事業費

270,814
 （13.89％）

139,159
（7.14％）

諸収入・その他

147,878
（7.58％）

6,930
（0.36％）

 553,214
（28.37％）

普通建設事業費

村税

平成31年度村民一人当たりの一般会計予算額

2，369，380円／人
（19億5千万円／２7年度国勢調査人口823人）

消
防
費

教
育
費

農
林
水
産
費

商
工
費

災
害
復
旧
事
業
費

土
木
費

総
務
費

民
生
・
衛
生
費

そ
の
他
の
経
費

平成 30年度末
基金残高見込み

中芸消防署（消防・救急）

農地・道路災害など

農道、林道、村単小規模
など

観光、商工会、納涼祭など

村道、河川管理、
公営住宅など

住民票、戸籍、選挙、統計、
有線放送、交通安全など

保育所、健康診断、
ごみ処理など

議会、借金返済など

一人当たり貯金額

１6億5千万円

2，004，860円

平成 30年度末
地方債残高見込み

一人当たり借金額

２4億9千万円

3，025，516円

66，321円

155，666円

8，420円

294，247円

132，290円

190，677円

540，200円

464，010円

517，549円

前
年
当
初
比
　
　
％
減

　
戸
籍
や
選
挙
、
税
務
、
消
防
・
防
災
対

策
、
財
務
等
自
治
体
と
し
て
の
基
礎
的
な

事
務
を
着
実
に
つ
か
さ
ど
り
つ
つ
、
職
員

の
資
質
向
上
と
適
正
で
効
率
的
な
行
政
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

●
防
災
事
業
の
推
進

　
耐
震
診
断
・
耐
震
設
計
の
無
料
化
、
耐

震
改
修
工
事
へ
の
村
補
助
金
の
上
乗
せ
に

よ
り
、
各
家
庭
の
耐
震
化
を
強
く
推
進

し
、
家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
軽
減
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
通
電
火
災
を
防
ぐ
た
め

震
度
５
強
以
上
の
地
震
が
あ
っ
た
際
に
、

家
庭
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
の
設
置
に
取
り
組
み
ま
す
。

国庫支出金

《
取
り
組
む
主
な
事
業
》

総 

務 

課

●
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
獲
得

　
地
理
的
条
件
の
厳
し
い
本
村
に
お
い
て
、

Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
を
確
保
し
て
い
く
た
め

に
は
、
住
民
が
「
住
み
続
け
た
い
」
、
Ｉ
・

Ｕ
タ
ー
ン
者
が
「
住
ん
で
み
た
い
」
と
思
う

地
方
創
生
課

小中学校、教育委員会
歳出

歳入

依存財源
 1,257,627
  （64.49％） 自主財源

 692,373
（35.51％）

投資的経費 
277,744 
（14.24％）

経常的経費
1,672,256
（85.76％）

産
業
建
設
課

健
康
福
祉
課

魅
力
あ
る
村
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、
村

の
暮
ら
し
の
情
報
を
広
く
発
信
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア

を
持
つ
村
外
の
若
者
を
呼
び
込
み
、
起
業
・

事
業
体
の
人
材
確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、

引
き
続
き
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用
・
育

成
を
行
う
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
、
村
の
生
活
・
魅
力
の
情

報
発
信
を
行
い
ま
す
。

●
地
域
活
性
化
活
動
へ
の
支
援

　
住
民
自
ら
が
中
心
と
な
り
、
村
の
活
性
化

や
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
つ
つ
、
持
続
的

な
馬
路
村
を
築
い
て
い
く
こ
と
に
対
し
て
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

●
交
流
イ
ベ
ン
ト
in
東
京

　
関
東
圏
の
特
別
村
民
を
対
象
と
し
た
交
流

イ
ベ
ン
ト
を
東
京
で
開
催
し
、
特
別
村
民
と

の
交
流
を
図
る
こ
と
で
関
係
人
口
の
拡
大
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

●
魚
梁
瀬
地
区
の
維
持
・
創
生

　
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
や
な
せ
が
設
立
し
た

こ
と
に
よ
り
、
活
動
拠
点
で
あ
る
馬
路
村
開

発
セ
ン
タ
ー
の
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
集
落
支
援
員
を
配
置
し
、
集
落
活
動
セ

ン
タ
ー
の
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

制
整
備
に
取
り
組
み
、子
ど
も
を

育
て
る
喜
び
を
実
感
で
き
る
よ
う

環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。 ４．９２

　本年度の当初予算は1,950,000千円で、前
年度2,051,000千円との比較では101,000千円
（4.92%）の減額となっています。

【歳　入】
　歳入の状況は、依存財源が1,257,627千円
（構成比64.5%）、自主財源は692,373千円（構
成比35.5%）となっています。前年度比では、依
存財源が108,553千円の減額となっています。
　地方交付税においては、普通交付税及び
特別交付税ともに、前年度並みの普通交付税
690,000千円、特別交付税80,000千円を計上
しました。基金からの繰入金は317,675千円で
前年の338,782千円と比較すると21,107千円
（6.32％）の減額としていますが、平成30年度ま
でで廃止された普通交付税特別枠の影響に
よる財源不足を補うために、財政調整基金で
74,073千円、減債基金で100,000千円を繰入し
ています。
　今後の財政運営においては、基金の適切な
管理に加えて、ふるさと納税の拡大による一般
財源の確保や事業実施の年度調整などが重
要な要素となっています。

【歳　出】
　性質別にみると、経常的経費は1,672,256千
円で、前年度に比べ20,643千円（1.3％）の増
額となっています。投資的経費は277,744千円
で、前年度に比べて121,643千円（30.5％）の減
額となっています。また、目的別では、増額した
主な費目は農林水産業費であり、減額した主
な費目は土木費、消防費、災害復旧費となって
います。増額の主な要因は、馬路村農業振興
事業及び馬路村村産材加工力強化事業の
事業費増加によるものです。また、平成31年度
からの新たな事業として、個人住宅の新築に
対する補助や、魚梁瀬地区における集落活動
センターに関する予算を計上しています。
　馬路村まち・ひと・しごと総合戦略が最終年
度を迎えることから、これまでの取り組みの総
仕上げを行うとともに、4つの基本目標である、
村産品の外商や交流人口の拡大、子育て環
境の整備等の関連事業において重点的に予
算の編成を行っています。

●
社
会
資
本
整
備
事
業

　
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
を
活
用
し
て
、イ
ン
フ
ラ
の
維

持・整
備
を
行
い
ま
す
。防
災
に
強

く
、安
全・安
心
な
道
づ
く
り
を
目

指
し
、本
年
度
は
、西
谷
橋
、河
口

２
号
橋
、長
瀬
橋
の
補
修
工
事
等

の
事
業
を
行
っ
て
い
く
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

●
国
土
調
査

　
本
年
度
の
調
査
区
域
は
中
ノ
川

地
区
、朝
日
出
地
区
、日
浦
地
区

で
、本
調
査
の
字
名
は
、野
口
、北

寺
、巳
屋
谷
、中
丸
山
、人
ケ
谷
、

道
ノ
下
、谷
口
、高
尾
、五
郎
渕
、横

岩
、カ
ラ
谷
で
す
。再
調
査
の
字
名

は
、野
口
、北
寺
、中
丸
山
、道
ノ

下
、谷
口
、高
尾
、五
郎
渕
、横
岩

及
び
カ
ラ
谷
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
農
業
振
興

　
農
作
業
道
の
開
設
、農
道
の
維

持
修
繕
、村
単
小
規
模
事
業
に
よ

る
基
盤
整
備
を
行
い
、作
業
の
効

率
化
を
進
め
ま
す
。

　
馬
路
村
農
業
協
同
組
合
と
高

知
大
学
が
共
同
で
行
っ
て
い
る
、種

子
油
を
活
用
し
た
健
康
領
域
の
機

能
性
に
関
す
る
研
究
へ
の
支
援
を

通
し
て
、ユ
ズ
産
業
の
新
規
市
場
と

雇
用
の
拡
大
及
び
農
家
の
所
得
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
の
シ
カ
防
護
柵

に
つ
い
て
、一
団
の
農
地
ご
と
に
大

き
く
囲
み
、効
率
的
か
つ
持
続
性

の
あ
る
設
置
に
向
け
て
、馬
路
村

農
業
協
同
組
合
及
び
地
域
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
行
って
き
た
駆

除
報
奨
金
制
度
、狩
猟
免
許
取
得

補
助
、狩
猟
税
補
助
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
県
や
猟
友
会
等
と
連

携
し
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●
林
業
振
興

　「
森
林
経
営
管
理
法
」が
平
成

30
年
５
月
に
成
立
し
、市
町
村
が

実
施
す
る
森
林
整
備
や
そ
の
促
進

の
取
り
組
み
の
財
源
と
し
て
森
林

環
境
譲
与
税
が
平
成
31
年
度
か

ら
交
付
さ
れ
ま
す
。こ
の
財
源
を

活
用
し
て
森
林
の
集
約
化
を
進
め

る
た
め
、森
林
所
有
者
への
意
向
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き
施
業

集
約
化
と
効
率
的
な
路
網
整
備

を
促
進
し
、森
林
所
得
者
の
山
林

所
得
向
上
に
つ
な
が
る
基
盤
整
備

等
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。本
年

度
は
、西
裏・根
来
谷
地
区
、押
谷

地
区
、魚
梁
瀬
地
区
で
間
伐
等
を

実
施
し
ま
す
。

　
一
方
、森
林
整
備
か
ら
原
木
供

給
、加
工
流
通
ま
で
を
事
業
体
が

連
携
し
、林
業
一
体
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
で
、地
域
材
の
増
産
及

び
事
業
体
の
経
営
体
質
の
強
化
を

図
り
ま
す
。特
に
馬
路
林
材
加
工

協
同
組
合
で
は
、高
知
県
県
産
材

加
工
力
強
化
事
業
を
活
用
し
て
ツ

イ
ン
丸
鋸
盤
を
導
入
し
、製
材
機

能
の
強
化
を
図
って
い
き
ま
す
。さ

ら
に
、関
西
圏
へ
邸
別
販
売
を
伸

ば
し
て
い
く
た
め
、「
高
知
県
産
業

振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
」を
活

用
し
て
、大
阪
の
建
築
家
と
連
携

し
た
新
規
取
引
先
の
開
拓
に
取
り

組
み
ま
す
。

●
観
光
・
商
業
振
興

　
平
成
31
年
２
月
１
日
か
ら「
リ
ョ

ー
マ
の
休
日
〜
自
然
＆
体
験
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
〜
」が
ス
タ
ー
ト
し
、高
知
県

な
ら
で
は
の
自
然
と
地
域
の
体
験

を
中
心
に
今
ま
で
以
上
の
観
光
客

を
呼
び
込
も
う
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。高
知
県
東
部
観
光
協
議
会

教
育
委
員
会

　
教
育
委
員
会
は
、
馬
路
村
教

育
振
興
計
画
を
踏
ま
え
て
、
学

校
経
営
計
画
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
学
校
経
営
計
画
で
は
、
少

人
数
学
級
の
た
め
小
学
校
1
年

生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の

９
年
間
を
見
通
し
た
一
貫
教
育

を
行
い
、
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
を
付
け
る
た
め
の
計
画

を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

校
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
育
て
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
に

元
気
を
届
け
る
役
割
も
あ
り
ま

す
。
村
の
自
然
や
文
化
を
継
承

す
る
活
動
や
、
伝
統
で
あ
る
挨

拶
運
動
を
続
け
、
知
・
徳
・
体

を
し
っ
か
り
学
ん
で
い
く
こ
と

を
毎
年
の
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

  

一
方
、
少
子
化
や
地
域
に
お
け

る
連
帯
感
、
人
間
関
係
の
希
薄

化
が
進
む
等
、
子
ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

中
、
子
ど
も
が
社
会
に
適
応
す

る
力
や
、
共
に
よ
り
よ
い
社
会

を
つ
く
る
力
を
も
ち
、
地
域
と

関
わ
り
を
持
つ
こ
と
は
、
地
域

の
活
力
を
生
む
だ
け
で
な
く
、

将
来
の
社
会
を
担
う
人
材
育
成

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
、

そ
し
て
村
を
誇
り
に
思
え
る
教

育
の
実
践
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

や
馬
路
村
観
光
協
会
と
連
携
し
て

村
の
観
光
産
業
の
振
興
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、魅
力
あ
る
返
礼
品
を
充
実
さ

せ
て
い
く
と
と
も
に
、馬
路
村
の
ふ

る
さ
と
納
税
の
P
R
に
力
を
入

れ
、さ
ら
な
る
納
税
額
の
ア
ッ
プ
を

目
指
し
ま
す
。
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村
民
の
健
康
と
福
祉
向
上
を

目
的
と
し
て
、「
馬
路
村
地
域
福

祉
計
画・馬
路
村
地
域
福
祉
活
動

計
画
」に
基
づ
き
、村
民
の
誰
も
が

住
み
な
れ
た
地
域
で
、安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
村

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●
住
民
主
体
の
村
づ
く
り

　
世
代
を
超
え
、誰
も
が
集
い
活

躍
で
き
る
場
所
と
し
て
、各
地
区

で
実
施
し
て
い
る「
あ
っ
た
か
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
」を
基
盤
に
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
た
め
の
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、住
民
が
主
体
と
な
って
取
り

組
ん
で
い
る
各
地
区
の
座
談
会
等

の
活
動
を
支
援
し
、地
域
力
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

●
健
康
の
維
持
向
上

　
特
定
健
診・が
ん
検
診・歯
科
検

診
受
診
率
の
向
上
に
努
め
る
と
と

も
に
、糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、糖
尿
病
予
防
教

室
の
実
施
な
ど
、診
療
所
と
連
携

し
て
病
気
の
早
期
発
見
、早
期
治

療
に
つ
な
げ
ま
す
。ま
た
、小
中
学

校
や
地
域
で
、ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
に
よ

る
食
の
健
康
教
育
や
、壮
年
期
の

健
康
づ
く
り
と
し
て
、村
内
事
業

所
に
出
向
き
、血
管
病
対
策
の
推

進
の
た
め
の
健
康
教
室
や
、健
康
パ

ス
ポ
ー
ト
の
定
着
を
図
り
、全
世

代
で
健
康
管
理
に
取
り
組
む
人

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、生

活
習
慣
病
発
症
と
重
症
化
の
予

防
に
努
め
ま
す
。

●
子
育
て
支
援

　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の

切
れ
目
の
な
い
総
合
的
な
支
援
と

し
て
、子
育
て
ひ
ろ
ば
の
開
催
や
、

相
談
体
制
、親
も
育
ち
学
べ
る
体

　本村の平成31年度当初予算は、普通交付税については前年度並みを見込んでいるものの、今後の見通しは厳しく、ま
た、馬路村就業改善センターの建替えをはじめとする公共施設の老朽化への対応など大きな財政需要も見込まれること
から、平成30年度予算における各施策をＰＤＣＡサイクルにより検証を行い、事業の必要性を吟味した上で、「馬路村まち・
ひと・しごと創生総合戦略」の4つの基本目標につながる予算としました。
　そして、南海トラフ地震対策である「住民の安全と防災に強い村」を実現するための施策や、「住民の健康と福祉の向
上」に対する施策においても、職員一丸となって取り組んでいきます。

平成31年度

一般会計当初予算１９億５千万円

総　額
1,950,000千円

地方交付税
770,000
（39.49％）

県支出金ほか
150,649
（7.72％）

村債
189,100
（9.70％）

扶助費
21,930
（1.12％）

公債費
250,820

（12.86％）

　人件費
 372,756
（19.12％）

繰出金
75,648
（3.88％）

  物件費
427,715
（21.93％）

その他
523,387
（26.84％） 災害復旧

事業費

270,814
 （13.89％）

139,159
（7.14％）

諸収入・その他

147,878
（7.58％）

6,930
（0.36％）

 553,214
（28.37％）

普通建設事業費

村税

平成31年度村民一人当たりの一般会計予算額

2，369，380円／人
（19億5千万円／２7年度国勢調査人口823人）

消
防
費

教
育
費

農
林
水
産
費

商
工
費

災
害
復
旧
事
業
費

土
木
費

総
務
費

民
生
・
衛
生
費

そ
の
他
の
経
費

平成 30年度末
基金残高見込み

中芸消防署（消防・救急）

農地・道路災害など

農道、林道、村単小規模
など

観光、商工会、納涼祭など

村道、河川管理、
公営住宅など

住民票、戸籍、選挙、統計、
有線放送、交通安全など

保育所、健康診断、
ごみ処理など

議会、借金返済など

一人当たり貯金額

１6億5千万円

2，004，860円

平成 30年度末
地方債残高見込み

一人当たり借金額

２4億9千万円

3，025，516円

66，321円

155，666円

8，420円

294，247円

132，290円

190，677円

540，200円

464，010円

517，549円

前
年
当
初
比
　
　
％
減

　
戸
籍
や
選
挙
、
税
務
、
消
防
・
防
災
対

策
、
財
務
等
自
治
体
と
し
て
の
基
礎
的
な

事
務
を
着
実
に
つ
か
さ
ど
り
つ
つ
、
職
員

の
資
質
向
上
と
適
正
で
効
率
的
な
行
政
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

●
防
災
事
業
の
推
進

　
耐
震
診
断
・
耐
震
設
計
の
無
料
化
、
耐

震
改
修
工
事
へ
の
村
補
助
金
の
上
乗
せ
に

よ
り
、
各
家
庭
の
耐
震
化
を
強
く
推
進

し
、
家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
軽
減
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
通
電
火
災
を
防
ぐ
た
め

震
度
５
強
以
上
の
地
震
が
あ
っ
た
際
に
、

家
庭
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
の
設
置
に
取
り
組
み
ま
す
。

国庫支出金

《
取
り
組
む
主
な
事
業
》

総 

務 

課

●
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
獲
得

　
地
理
的
条
件
の
厳
し
い
本
村
に
お
い
て
、

Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
を
確
保
し
て
い
く
た
め

に
は
、
住
民
が
「
住
み
続
け
た
い
」
、
Ｉ
・

Ｕ
タ
ー
ン
者
が
「
住
ん
で
み
た
い
」
と
思
う

地
方
創
生
課

小中学校、教育委員会
歳出

歳入

依存財源
 1,257,627
  （64.49％） 自主財源

 692,373
（35.51％）

投資的経費 
277,744 
（14.24％）

経常的経費
1,672,256
（85.76％）

産
業
建
設
課

健
康
福
祉
課

魅
力
あ
る
村
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、
村

の
暮
ら
し
の
情
報
を
広
く
発
信
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア

を
持
つ
村
外
の
若
者
を
呼
び
込
み
、
起
業
・

事
業
体
の
人
材
確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、

引
き
続
き
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用
・
育

成
を
行
う
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
、
村
の
生
活
・
魅
力
の
情

報
発
信
を
行
い
ま
す
。

●
地
域
活
性
化
活
動
へ
の
支
援

　
住
民
自
ら
が
中
心
と
な
り
、
村
の
活
性
化

や
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
つ
つ
、
持
続
的

な
馬
路
村
を
築
い
て
い
く
こ
と
に
対
し
て
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

●
交
流
イ
ベ
ン
ト
in
東
京

　
関
東
圏
の
特
別
村
民
を
対
象
と
し
た
交
流

イ
ベ
ン
ト
を
東
京
で
開
催
し
、
特
別
村
民
と

の
交
流
を
図
る
こ
と
で
関
係
人
口
の
拡
大
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

●
魚
梁
瀬
地
区
の
維
持
・
創
生

　
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
や
な
せ
が
設
立
し
た

こ
と
に
よ
り
、
活
動
拠
点
で
あ
る
馬
路
村
開

発
セ
ン
タ
ー
の
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
集
落
支
援
員
を
配
置
し
、
集
落
活
動
セ

ン
タ
ー
の
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

制
整
備
に
取
り
組
み
、子
ど
も
を

育
て
る
喜
び
を
実
感
で
き
る
よ
う

環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。 ４．９２

　本年度の当初予算は1,950,000千円で、前
年度2,051,000千円との比較では101,000千円
（4.92%）の減額となっています。

【歳　入】
　歳入の状況は、依存財源が1,257,627千円
（構成比64.5%）、自主財源は692,373千円（構
成比35.5%）となっています。前年度比では、依
存財源が108,553千円の減額となっています。
　地方交付税においては、普通交付税及び
特別交付税ともに、前年度並みの普通交付税
690,000千円、特別交付税80,000千円を計上
しました。基金からの繰入金は317,675千円で
前年の338,782千円と比較すると21,107千円
（6.32％）の減額としていますが、平成30年度ま
でで廃止された普通交付税特別枠の影響に
よる財源不足を補うために、財政調整基金で
74,073千円、減債基金で100,000千円を繰入し
ています。
　今後の財政運営においては、基金の適切な
管理に加えて、ふるさと納税の拡大による一般
財源の確保や事業実施の年度調整などが重
要な要素となっています。

【歳　出】
　性質別にみると、経常的経費は1,672,256千
円で、前年度に比べ20,643千円（1.3％）の増
額となっています。投資的経費は277,744千円
で、前年度に比べて121,643千円（30.5％）の減
額となっています。また、目的別では、増額した
主な費目は農林水産業費であり、減額した主
な費目は土木費、消防費、災害復旧費となって
います。増額の主な要因は、馬路村農業振興
事業及び馬路村村産材加工力強化事業の
事業費増加によるものです。また、平成31年度
からの新たな事業として、個人住宅の新築に
対する補助や、魚梁瀬地区における集落活動
センターに関する予算を計上しています。
　馬路村まち・ひと・しごと総合戦略が最終年
度を迎えることから、これまでの取り組みの総
仕上げを行うとともに、4つの基本目標である、
村産品の外商や交流人口の拡大、子育て環
境の整備等の関連事業において重点的に予
算の編成を行っています。

●
社
会
資
本
整
備
事
業

　
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
を
活
用
し
て
、イ
ン
フ
ラ
の
維

持・整
備
を
行
い
ま
す
。防
災
に
強

く
、安
全・安
心
な
道
づ
く
り
を
目

指
し
、本
年
度
は
、西
谷
橋
、河
口

２
号
橋
、長
瀬
橋
の
補
修
工
事
等

の
事
業
を
行
っ
て
い
く
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

●
国
土
調
査

　
本
年
度
の
調
査
区
域
は
中
ノ
川

地
区
、朝
日
出
地
区
、日
浦
地
区

で
、本
調
査
の
字
名
は
、野
口
、北

寺
、巳
屋
谷
、中
丸
山
、人
ケ
谷
、

道
ノ
下
、谷
口
、高
尾
、五
郎
渕
、横

岩
、カ
ラ
谷
で
す
。再
調
査
の
字
名

は
、野
口
、北
寺
、中
丸
山
、道
ノ

下
、谷
口
、高
尾
、五
郎
渕
、横
岩

及
び
カ
ラ
谷
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
農
業
振
興

　
農
作
業
道
の
開
設
、農
道
の
維

持
修
繕
、村
単
小
規
模
事
業
に
よ

る
基
盤
整
備
を
行
い
、作
業
の
効

率
化
を
進
め
ま
す
。

　
馬
路
村
農
業
協
同
組
合
と
高

知
大
学
が
共
同
で
行
っ
て
い
る
、種

子
油
を
活
用
し
た
健
康
領
域
の
機

能
性
に
関
す
る
研
究
へ
の
支
援
を

通
し
て
、ユ
ズ
産
業
の
新
規
市
場
と

雇
用
の
拡
大
及
び
農
家
の
所
得
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
の
シ
カ
防
護
柵

に
つ
い
て
、一
団
の
農
地
ご
と
に
大

き
く
囲
み
、効
率
的
か
つ
持
続
性

の
あ
る
設
置
に
向
け
て
、馬
路
村

農
業
協
同
組
合
及
び
地
域
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
行
って
き
た
駆

除
報
奨
金
制
度
、狩
猟
免
許
取
得

補
助
、狩
猟
税
補
助
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
県
や
猟
友
会
等
と
連

携
し
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●
林
業
振
興

　「
森
林
経
営
管
理
法
」が
平
成

30
年
５
月
に
成
立
し
、市
町
村
が

実
施
す
る
森
林
整
備
や
そ
の
促
進

の
取
り
組
み
の
財
源
と
し
て
森
林

環
境
譲
与
税
が
平
成
31
年
度
か

ら
交
付
さ
れ
ま
す
。こ
の
財
源
を

活
用
し
て
森
林
の
集
約
化
を
進
め

る
た
め
、森
林
所
有
者
への
意
向
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き
施
業

集
約
化
と
効
率
的
な
路
網
整
備

を
促
進
し
、森
林
所
得
者
の
山
林

所
得
向
上
に
つ
な
が
る
基
盤
整
備

等
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。本
年

度
は
、西
裏・根
来
谷
地
区
、押
谷

地
区
、魚
梁
瀬
地
区
で
間
伐
等
を

実
施
し
ま
す
。

　
一
方
、森
林
整
備
か
ら
原
木
供

給
、加
工
流
通
ま
で
を
事
業
体
が

連
携
し
、林
業
一
体
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
で
、地
域
材
の
増
産
及

び
事
業
体
の
経
営
体
質
の
強
化
を

図
り
ま
す
。特
に
馬
路
林
材
加
工

協
同
組
合
で
は
、高
知
県
県
産
材

加
工
力
強
化
事
業
を
活
用
し
て
ツ

イ
ン
丸
鋸
盤
を
導
入
し
、製
材
機

能
の
強
化
を
図
って
い
き
ま
す
。さ

ら
に
、関
西
圏
へ
邸
別
販
売
を
伸

ば
し
て
い
く
た
め
、「
高
知
県
産
業

振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
」を
活

用
し
て
、大
阪
の
建
築
家
と
連
携

し
た
新
規
取
引
先
の
開
拓
に
取
り

組
み
ま
す
。

●
観
光
・
商
業
振
興

　
平
成
31
年
２
月
１
日
か
ら「
リ
ョ

ー
マ
の
休
日
〜
自
然
＆
体
験
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
〜
」が
ス
タ
ー
ト
し
、高
知
県

な
ら
で
は
の
自
然
と
地
域
の
体
験

を
中
心
に
今
ま
で
以
上
の
観
光
客

を
呼
び
込
も
う
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。高
知
県
東
部
観
光
協
議
会

教
育
委
員
会

　
教
育
委
員
会
は
、
馬
路
村
教

育
振
興
計
画
を
踏
ま
え
て
、
学

校
経
営
計
画
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
学
校
経
営
計
画
で
は
、
少

人
数
学
級
の
た
め
小
学
校
1
年

生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の

９
年
間
を
見
通
し
た
一
貫
教
育

を
行
い
、
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
を
付
け
る
た
め
の
計
画

を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

校
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
育
て
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
に

元
気
を
届
け
る
役
割
も
あ
り
ま

す
。
村
の
自
然
や
文
化
を
継
承

す
る
活
動
や
、
伝
統
で
あ
る
挨

拶
運
動
を
続
け
、
知
・
徳
・
体

を
し
っ
か
り
学
ん
で
い
く
こ
と

を
毎
年
の
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

  

一
方
、
少
子
化
や
地
域
に
お
け

る
連
帯
感
、
人
間
関
係
の
希
薄

化
が
進
む
等
、
子
ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

中
、
子
ど
も
が
社
会
に
適
応
す

る
力
や
、
共
に
よ
り
よ
い
社
会

を
つ
く
る
力
を
も
ち
、
地
域
と

関
わ
り
を
持
つ
こ
と
は
、
地
域

の
活
力
を
生
む
だ
け
で
な
く
、

将
来
の
社
会
を
担
う
人
材
育
成

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
、

そ
し
て
村
を
誇
り
に
思
え
る
教

育
の
実
践
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

や
馬
路
村
観
光
協
会
と
連
携
し
て

村
の
観
光
産
業
の
振
興
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、魅
力
あ
る
返
礼
品
を
充
実
さ

せ
て
い
く
と
と
も
に
、馬
路
村
の
ふ

る
さ
と
納
税
の
P
R
に
力
を
入

れ
、さ
ら
な
る
納
税
額
の
ア
ッ
プ
を

目
指
し
ま
す
。



第
36
回

　
中
芸
地
区
子
ど
も
駅
伝
競
走
大
会

６
年
ぶ
り
に
出
場

　
２
月
17
日
（
日
）
、
第
36
回
中
芸
地
区
子
ど
も
駅
伝
競
走

大
会
が
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
前
を
起
点
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
馬
路
村
か
ら
も
６
年
ぶ
り
に
魚
梁
瀬
小
学
校
の
２
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
活
気
あ
る
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

（
練
習
に
つ
い
て
）

　
２
月
１
日
か
ら
練
習
を
開
始
し
ま
し

た
が
、
大
会
当
日
ま
で
日
数
も
な
く
、

人
数
も
ギ
リ
ギ
リ
10
人
し
か
い
な
い
た

め
、
誰
か
が
欠
け
れ
ば
１
チ
ー
ム
に
な

る
状
況
で
し
た
。
そ
ん
な
大
人
た
ち
の

心
配
と
は
裏
腹
に
、
練
習
を
楽
し
ん
で

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
て
指

導
す
る
側
に
も
熱
が
入
り
ま
す
。
メ
ニ

ュ
ー
は
長
く
走
る
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
イ
ン

タ
ー
バ
ル
、
タ
ス
キ
の
渡
し
方
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
飽
き
な
い
よ
う
に
１
時

間
以
内
で
、
遊
び
も
取
り
入
れ
て
行
い

ま
し
た
。

（
大
会
当
日
に
つ
い
て
）

　
大
会
当
日
は
、
中
芸
地
区
か
ら
22
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
魚
梁
瀬
の
子
ど
も
た

ち
は
緊
張
し
た
様
子
も
な
く
、
い
つ
も

と
同
じ
よ
う
に
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。

指
導
者
の
間
で
心
配
さ
れ
て
い
た
、
タ

ス
キ
の
受
け
渡
し
も
失
敗
す
る
こ
と
な

く
、
き
ち
ん
と
次
走
者
へ
渡
し
て
い
ま

し
た
。
全
員
が
力
を
出
し
き
り
、
総
合

順
位
は
馬
路
Ａ
が
９
位
、
馬
路
Ｂ
が
15

位
と
健
闘
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ

い
た
保
護
者
の
皆
さ
ま
、
地
域
の

方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
へ
参
加
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
自
信
に
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　
チ
ー
ム
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
と
お
り
で
す
。

　
今
大
会
で
は
、
魚
梁
瀬
小
学
校
５

年
の
井
上
和
奏
さ
ん
が
１
区
を
走

り
、
区
間
賞
（
女
子
の
部
）
と
な
り

ま
し
た
。

　
和
奏
さ
ん
は
練
習
中
に
下
級
生
の

面
倒
を
見
る
な
ど
、
チ
ー
ム
を
率
先

し
て
引
っ
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲２区から３区へタスキをつなぐ

▲中芸子ども駅伝競走大会に参加した魚梁瀬の子どもたち

▲区間賞に輝いた、井上和奏さん

順位

９

１５

チーム名

馬路Ａ

馬路Ｂ

総合タイム

37分16秒

43分56秒

１区（２㎞）
井上　和奏
8分00秒

氏原　佳乃子
10分30秒

２区（1㎞）
柴田　奏依
4分36秒
森脇　輝真
5分26秒

3区（1.5㎞）
関　ラファエル初樹
7分29秒
浜田　優
9分20秒

4区（1.5㎞）
関　スティファン勝

6分42秒
門田　健
8分23秒

5区（2㎞）
関　メタ丁花新
10分29秒
森脇　勇吾
10分17秒

広報うまじ306号 ̶̶̶̶（4広報うまじ306号 ̶̶̶̶（5　

大川　宗介くん（日浦）

パ
パ
・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ

赤
ち
ゃ
ん
万
歳

平成３０年８月４日生

（保護者 大川 匠也さん・陽子さん）

　
こ
ん
に
ち
は
！
ぼ
く
の
名
前
は
「
そ
う
す
け
」
で
す
。

　
自
然
が
す
き
な
の
で
、
は
や
く
川
で
あ
そ
ん
だ
り
、
虫

を
と
っ
た
り
し
た
い
で
す
。

　
こ
の
ご
ろ
は
近
所
の
ゆ
ず
ば
た
け
の
あ
た
り
で
お
散
歩

を
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
見
か
け
た
ら
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
ね
。

おおかわ　　そうすけ

レイ
チェルコーナー

国際交流員：レイチェル・ページ

　皆さん、こんにちは！今回はイングランドの美しくてすてき
な遺産のお話です。イングランドは歴史深いところで、お城や古
い邸宅、国立公園といった遺産がたくさんあります。その中で、
私が一番好きなアニック・カッスルとリンディスファーン島を
紹介します。
　アニック・カッスルは、スコットランドの近くにあり今も人
が住んでいるお城です。本丸もすごく、庭園も有名です。ここは、
ハリー・ポッターや世界ではやっていたダウントン・アビーの
シーンを撮影した場所で観光客は、シネマツアーが楽しめます。
　庭園は私の一番好きなところです。時季によって違う花が丁
寧に育てられています。桜もあり、春がくると日本っぽく花見を
行っています！庭園の一番面白い所は毒庭です。この庭は毒の
ある植物がたくさん植えられています。お城は私の通っていた
大学とかなり近かったので、ここにはたくさんの大切な思い出
があります。

　左上：アニックの庭園、右上：お城▶
　リンディスファーン島は先に紹介し
たアニック・カッスルと近く、日帰り
で両方を楽しむことができます。昔、こ
の島にキリスト教の僧が住んでおり、
干潮のときは、本土とつながるので、僧
らは本土に行って説教し、満潮になっ
たら、島で瞑想したり祈ったりしまし
た。この島は精神的な風景があり、大修
道院の跡も見えます。
　また、蜂蜜酒〔リンディスファーンミ
ード〕も有名で、世界中で売られていま
す。周りの海は一年中とても寒いです
が、冬でも毎日海に入る人がいます。
　いつかイギリスに訪れる機会があっ
たら、ぜひ行ってみてください！
　左下：私の父はビーチで石の塔を▶
　作っています、右下：修道院の跡　
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森脇　輝真
5分26秒

3区（1.5㎞）
関　ラファエル初樹
7分29秒
浜田　優
9分20秒

4区（1.5㎞）
関　スティファン勝

6分42秒
門田　健
8分23秒

5区（2㎞）
関　メタ丁花新
10分29秒
森脇　勇吾
10分17秒
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大川　宗介くん（日浦）

パ
パ
・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ

赤
ち
ゃ
ん
万
歳

平成３０年８月４日生

（保護者 大川 匠也さん・陽子さん）

　
こ
ん
に
ち
は
！
ぼ
く
の
名
前
は
「
そ
う
す
け
」
で
す
。

　
自
然
が
す
き
な
の
で
、
は
や
く
川
で
あ
そ
ん
だ
り
、
虫

を
と
っ
た
り
し
た
い
で
す
。

　
こ
の
ご
ろ
は
近
所
の
ゆ
ず
ば
た
け
の
あ
た
り
で
お
散
歩

を
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
見
か
け
た
ら
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
ね
。

おおかわ　　そうすけ

レイ
チェルコーナー

国際交流員：レイチェル・ページ

　皆さん、こんにちは！今回はイングランドの美しくてすてき
な遺産のお話です。イングランドは歴史深いところで、お城や古
い邸宅、国立公園といった遺産がたくさんあります。その中で、
私が一番好きなアニック・カッスルとリンディスファーン島を
紹介します。
　アニック・カッスルは、スコットランドの近くにあり今も人
が住んでいるお城です。本丸もすごく、庭園も有名です。ここは、
ハリー・ポッターや世界ではやっていたダウントン・アビーの
シーンを撮影した場所で観光客は、シネマツアーが楽しめます。
　庭園は私の一番好きなところです。時季によって違う花が丁
寧に育てられています。桜もあり、春がくると日本っぽく花見を
行っています！庭園の一番面白い所は毒庭です。この庭は毒の
ある植物がたくさん植えられています。お城は私の通っていた
大学とかなり近かったので、ここにはたくさんの大切な思い出
があります。

　左上：アニックの庭園、右上：お城▶
　リンディスファーン島は先に紹介し
たアニック・カッスルと近く、日帰り
で両方を楽しむことができます。昔、こ
の島にキリスト教の僧が住んでおり、
干潮のときは、本土とつながるので、僧
らは本土に行って説教し、満潮になっ
たら、島で瞑想したり祈ったりしまし
た。この島は精神的な風景があり、大修
道院の跡も見えます。
　また、蜂蜜酒〔リンディスファーンミ
ード〕も有名で、世界中で売られていま
す。周りの海は一年中とても寒いです
が、冬でも毎日海に入る人がいます。
　いつかイギリスに訪れる機会があっ
たら、ぜひ行ってみてください！
　左下：私の父はビーチで石の塔を▶
　作っています、右下：修道院の跡　
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　２月８日、就業改善セ
ンターで馬路小学校
の「学習発表会」が開
催されました。保育園
児から保護者や地域
のお年寄りまで、たくさ
んの人たちに集まって
いただき、堂 と々日頃の
学習の成果を発表しま
した。

　
全
校
合
唱
で
、「
つ
ば
さ

を
だ
い
て
」と「
馬
路
っ
て

い
い
な
」を
歌
い
ま
し
た
。

保
育
え
ん
じ
の
前
だ
っ
た

の
で
、す
ご
く
き
ん
ち
ょ

う
し
た
け
ど
、大
き
な
声

で
歌
え
ま
し
た
。

２
年
　
芝 

ひ
な
み

　
わ
た
し
は
、ム
キ
ム
キ
先
生
や

く
で
、ち
ょっ
と
は
ず
か
し
か
っ
た

け
ど
、大
き
な
こ
え
で
は
っ
ぴ
ょ

う
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　
ニ
ャ
ン
コ
ス
タ
ー
も
や
っ
て
、ち

ょっ
と
は
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、ゆ

う
き
を
も
っ
て
や
っ
た
ら
、み
ん

な
を
わ
ら
わ
せ
ら
れ
た
の
で
、よ

か
っ
た
で
す
。１年

　
小
松
　
わ
と

　
わ
た
し
は
、ム
キ
ム
キ
先
生
と

な
わ
と
び
を
し
ま
し
た
。ニ
ャ
ン

コ
ス
タ
ー
の
音
楽
で
し
ま
し
た
。

　
１
回
も
ひ
っ
か
か
ら
な
か
っ
た

か
ら
よ
か
っ
た
で
す
。み
ん
な
練

習
の
と
き
よ
り
じ
ょ
う
ず
に
な
っ

て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

２
年
　
牛
窓  

り
こ

　
何
回
も
練
習
し
て
き
た
ジ
ャ

ン
プ
の
所
は
、４
人
の
息
が
そ
ろっ

て
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
と
べ
た
の
で
、

と
べ
た
し
ゅ
ん
か
ん
、心
で（
や
っ

た
ー
）と
さ
け
び
ま
し
た
。練
習

の
せ
い
か
が
出
ま
し
た
。

３
年
　
田
中 

ゆ
な

　
ぼ
く
は
、き
ん
ち
ょ
う
し
す
ぎ

て
最
初
の
ひ
と
こ
と
目
で
か
ん
で
、

も
っ
と
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。

で
も
、て
ん
ぐ
が
出
て
き
た
と
き
、

み
ん
な
が
笑
っ
て
く
れ
て
、き
ん

ち
ょ
う
が
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
の
場
面
で
は
、か
ま
ず
に

言
え
た
し
、七
斗
く
ん
と
息
が
合

っ
た
か
ら
よ
か
っ
た
で
す
。

４
年
　
坂
本 

こ
う
き

１･２年生の劇「学校たんけんレッツゴー」

３･４年生の劇「宝は何だ！」

５･６年生は、総合学習で学んだことを劇にした
「見たい! 知りたい! 盛り上げ隊!!」～馬路村の未来～

はる まあや な

村を巣立った
中学生

馬路村で成長し、馬路村を巣立つ僕たち私たち

　３月９日には馬路中学校で、また３月１０日には魚梁
瀬中学校で卒業式が行われ、合わせて５名の３年
生が巣立ちました。今回の「おらが村の学校便り」で
は、その卒業生に中学校での思い出や将来の夢を
語ってもらいました。

馬路中学校
　
中
学
校
生
活
で
一
番
思

い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
野
球
で
す
。
県
大
会
出

場
を
め
ざ
し
て
３
年
間
練

習
を
し
て
き
て
、
チ
ー
ム

プ
レ
イ
の
大
切
さ
と
、
声

を
出
す
こ
と
の
大
切
さ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
僕
た
ち
が
大

会
に
出
る
た
び
、
地
域
の

方
が
た
く
さ
ん
応
援
し
に

来
て
く
れ
て
と
て
も
力
に

な
り
ま
し
た
。

　
高
校
で
も
野
球
部
に
入

り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
勉
強
も
し
っ
か
り
頑

張
り
ま
す
。

　
こ
の
15
年
間
、
僕
た
ち

の
こ
と
を
い
つ
も
見
守
っ

て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
中
学
３
年
最
後
の
大
運
動
会
の
応
援

合
戦
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
中
、
体

育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
声
を
か
ら
し
な
が
ら
練

習
し
ま
し
た
。
３
年
生
２
人
が
中
心
と
な
り
、

１
・
２
年
生
も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
当
日
、
終
わ
る
と
た
く
さ
ん
の
拍
手
を
も

ら
い
、
思
わ
ず
涙
が
出
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
馬
路
村
で
過
ご
し
た
15
年
間
の
経
験
を
生
か

し
、
自
分
の
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
続

け
ま
す
。

　
お
世
話
に
な
っ
た
家
族
、
先
生
方
、
地
域
の

方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宮口 あかね

じょう

は　　な

魚梁瀬中学校
　
中
学
校
生
活
で
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
運
動
会
で
す
。
特
に
小
学
生
か
ら
中
学

生
ま
で
が
協
力
し
て
踊
っ
た
ダ
ン
ス
で
は
、
教

え
る
こ
と
が
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
本
番
で
地
域

の
方
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
て
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
の
で
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
で
は
、
勉
強
や
部
活
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
頑
張
っ
て
取
り
組
み
、
充
実
し
た
高
校

生
活
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
魚
梁
瀬
で
過
ご
し
た
時
間
は
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
15
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
こ
の
３
年
間
で
は
、
学
校
行
事
の
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
経
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
運
動
会
で
は
団
長

を
２
回
務
め
ま
し
た
。
下
級
生
に
教
え
る
の
は

大
変
で
し
た
が
、
最
後
ま
で
や
り
き
っ
た
こ
と

が
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
で
は
、
文
武
両
道
を
め
ざ
し
て
得
意
教

科
を
伸
ば
し
、
苦
手
教
科
の
克
服
に
努
め
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
部
活
動
で
は
チ
ー
ム
に
少
し

で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
３
年
前
の
４
月
に
魚
梁
瀬

に
来
て
、中
学
生
に
な
っ
て
か

ら
を
振
り
返
る
と
、さ
ま
ざ
ま

な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。特
に

運
動
会
で
は
、自
分
が
応
援

団
長
と
な
り
、み
ん
な
と
協
力

し
て
チ
ー
ム
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

と
い
う
こ
と
に
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
。他
に
も
、部
活
や
新

入
生
歓
迎
遠
足
、全
校
キ
ャ
ン

プ
、千
本
山・天
狗
森
登
山
、修

学
旅
行
な
ど
、色
々
な
こ
と
を

経
験
さ
せ
て
も
ら
え
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　
高
校
で
は
、こ
の
３
年
間
で

の
経
験
を
生
か
し
て
頑
張
って

い
き
た
い
で
す
。

笹 岡 　晟

入 江 花 菜

　
最
初
、３･

４
年
生
の
劇
を
見
ま

し
た
。今
の
ギ
ャ
グ
を
入
れ
た
り
し

て
、と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　
次
の
１･

２
年
生
の
劇
は
、元
気

で
な
わ
と
び
も
す
ご
か
っ
た
で
す
。

　
最
後
に
私
た
ち
の
番
で
、初
め
は

役
が
な
い
の
で
最
後
の
セ
リ
フ
を
確

認
し
た
り
し
ま
し
た
。み
ん
な
セ
リ

フ
が
少
し
速
く
な
っ
て
い
て
気
を
つ

け
よ
う
と
思
っ
た
け
ど
、結
局
速
く

な
って
し
ま
っ
た
の
で
、少
し
残
念
で

し
た
。け
れ
ど
、セ
リ
フ
を
間
違
え

ず
に
、踊
り
も
元
気
よ
く
で
き
た
の

で
、安
心
し
ま
し
た
。

　
最
後
の
学
習
発
表
会
、楽
し
か
っ

た
で
す
。

６
年
　
大
野 

瑠
菜

馬路小 学習発表会

南　　晴 天稲 垣 文 菜
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　２月８日、就業改善セ
ンターで馬路小学校
の「学習発表会」が開
催されました。保育園
児から保護者や地域
のお年寄りまで、たくさ
んの人たちに集まって
いただき、堂 と々日頃の
学習の成果を発表しま
した。

　
全
校
合
唱
で
、「
つ
ば
さ

を
だ
い
て
」と「
馬
路
っ
て

い
い
な
」を
歌
い
ま
し
た
。

保
育
え
ん
じ
の
前
だ
っ
た

の
で
、す
ご
く
き
ん
ち
ょ

う
し
た
け
ど
、大
き
な
声

で
歌
え
ま
し
た
。

２
年
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ひ
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み

　
わ
た
し
は
、ム
キ
ム
キ
先
生
や

く
で
、ち
ょっ
と
は
ず
か
し
か
っ
た

け
ど
、大
き
な
こ
え
で
は
っ
ぴ
ょ

う
で
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て
よ
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た
で
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。

　
ニ
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ン
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ー
も
や
っ
て
、ち
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と
は
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、ゆ

う
き
を
も
っ
て
や
っ
た
ら
、み
ん

な
を
わ
ら
わ
せ
ら
れ
た
の
で
、よ

か
っ
た
で
す
。１年

　
小
松
　
わ
と

　
わ
た
し
は
、ム
キ
ム
キ
先
生
と

な
わ
と
び
を
し
ま
し
た
。ニ
ャ
ン

コ
ス
タ
ー
の
音
楽
で
し
ま
し
た
。

　
１
回
も
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っ
か
か
ら
な
か
っ
た

か
ら
よ
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っ
た
で
す
。み
ん
な
練

習
の
と
き
よ
り
じ
ょ
う
ず
に
な
っ

て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

２
年
　
牛
窓  

り
こ

　
何
回
も
練
習
し
て
き
た
ジ
ャ

ン
プ
の
所
は
、４
人
の
息
が
そ
ろっ

て
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
と
べ
た
の
で
、

と
べ
た
し
ゅ
ん
か
ん
、心
で（
や
っ

た
ー
）と
さ
け
び
ま
し
た
。練
習

の
せ
い
か
が
出
ま
し
た
。

３
年
　
田
中 

ゆ
な

　
ぼ
く
は
、き
ん
ち
ょ
う
し
す
ぎ

て
最
初
の
ひ
と
こ
と
目
で
か
ん
で
、

も
っ
と
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。

で
も
、て
ん
ぐ
が
出
て
き
た
と
き
、

み
ん
な
が
笑
っ
て
く
れ
て
、き
ん

ち
ょ
う
が
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
の
場
面
で
は
、か
ま
ず
に

言
え
た
し
、七
斗
く
ん
と
息
が
合

っ
た
か
ら
よ
か
っ
た
で
す
。

４
年
　
坂
本 

こ
う
き

１･２年生の劇「学校たんけんレッツゴー」

３･４年生の劇「宝は何だ！」

５･６年生は、総合学習で学んだことを劇にした
「見たい! 知りたい! 盛り上げ隊!!」～馬路村の未来～

はる まあや な

村を巣立った
中学生

馬路村で成長し、馬路村を巣立つ僕たち私たち

　３月９日には馬路中学校で、また３月１０日には魚梁
瀬中学校で卒業式が行われ、合わせて５名の３年
生が巣立ちました。今回の「おらが村の学校便り」で
は、その卒業生に中学校での思い出や将来の夢を
語ってもらいました。

馬路中学校
　
中
学
校
生
活
で
一
番
思

い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
野
球
で
す
。
県
大
会
出

場
を
め
ざ
し
て
３
年
間
練

習
を
し
て
き
て
、
チ
ー
ム

プ
レ
イ
の
大
切
さ
と
、
声

を
出
す
こ
と
の
大
切
さ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
僕
た
ち
が
大

会
に
出
る
た
び
、
地
域
の

方
が
た
く
さ
ん
応
援
し
に

来
て
く
れ
て
と
て
も
力
に

な
り
ま
し
た
。

　
高
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で
も
野
球
部
に
入

り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
勉
強
も
し
っ
か
り
頑

張
り
ま
す
。

　
こ
の
15
年
間
、
僕
た
ち

の
こ
と
を
い
つ
も
見
守
っ

て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
中
学
３
年
最
後
の
大
運
動
会
の
応
援

合
戦
が
心
に
残
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て
い
ま
す
。
夏
休
み
中
、
体

育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
声
を
か
ら
し
な
が
ら
練
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し
ま
し
た
。
３
年
生
２
人
が
中
心
と
な
り
、

１
・
２
年
生
も
一
生
懸
命
頑
張
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て
く
れ
ま
し

た
。
当
日
、
終
わ
る
と
た
く
さ
ん
の
拍
手
を
も

ら
い
、
思
わ
ず
涙
が
出
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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路
村
で
過
ご
し
た
15
年
間
の
経
験
を
生
か

し
、
自
分
の
将
来
の
夢
に
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っ
て
努
力
し
続

け
ま
す
。

　
お
世
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に
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っ
た
家
族
、
先
生
方
、
地
域
の

方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宮口 あかね

じょう

は　　な

魚梁瀬中学校
　
中
学
校
生
活
で
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
運
動
会
で
す
。
特
に
小
学
生
か
ら
中
学

生
ま
で
が
協
力
し
て
踊
っ
た
ダ
ン
ス
で
は
、
教

え
る
こ
と
が
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
本
番
で
地
域

の
方
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
て
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
の
で
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
で
は
、
勉
強
や
部
活
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
頑
張
っ
て
取
り
組
み
、
充
実
し
た
高
校

生
活
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
魚
梁
瀬
で
過
ご
し
た
時
間
は
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
15
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
こ
の
３
年
間
で
は
、
学
校
行
事
の
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
経
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
運
動
会
で
は
団
長

を
２
回
務
め
ま
し
た
。
下
級
生
に
教
え
る
の
は

大
変
で
し
た
が
、
最
後
ま
で
や
り
き
っ
た
こ
と

が
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
で
は
、
文
武
両
道
を
め
ざ
し
て
得
意
教

科
を
伸
ば
し
、
苦
手
教
科
の
克
服
に
努
め
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
部
活
動
で
は
チ
ー
ム
に
少
し

で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
３
年
前
の
４
月
に
魚
梁
瀬

に
来
て
、中
学
生
に
な
っ
て
か

ら
を
振
り
返
る
と
、さ
ま
ざ
ま

な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。特
に

運
動
会
で
は
、自
分
が
応
援

団
長
と
な
り
、み
ん
な
と
協
力

し
て
チ
ー
ム
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

と
い
う
こ
と
に
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
。他
に
も
、部
活
や
新

入
生
歓
迎
遠
足
、全
校
キ
ャ
ン

プ
、千
本
山・天
狗
森
登
山
、修

学
旅
行
な
ど
、色
々
な
こ
と
を

経
験
さ
せ
て
も
ら
え
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　
高
校
で
は
、こ
の
３
年
間
で

の
経
験
を
生
か
し
て
頑
張
って

い
き
た
い
で
す
。

笹 岡 　晟

入 江 花 菜

　
最
初
、３･

４
年
生
の
劇
を
見
ま

し
た
。今
の
ギ
ャ
グ
を
入
れ
た
り
し

て
、と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　
次
の
１･

２
年
生
の
劇
は
、元
気

で
な
わ
と
び
も
す
ご
か
っ
た
で
す
。

　
最
後
に
私
た
ち
の
番
で
、初
め
は

役
が
な
い
の
で
最
後
の
セ
リ
フ
を
確

認
し
た
り
し
ま
し
た
。み
ん
な
セ
リ

フ
が
少
し
速
く
な
っ
て
い
て
気
を
つ

け
よ
う
と
思
っ
た
け
ど
、結
局
速
く

な
って
し
ま
っ
た
の
で
、少
し
残
念
で

し
た
。け
れ
ど
、セ
リ
フ
を
間
違
え

ず
に
、踊
り
も
元
気
よ
く
で
き
た
の

で
、安
心
し
ま
し
た
。

　
最
後
の
学
習
発
表
会
、楽
し
か
っ

た
で
す
。

６
年
　
大
野 

瑠
菜

馬路小 学習発表会

南　　晴 天稲 垣 文 菜
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　平成３１年３月定例会は、３月５日から８日までの４日間の会期で開催された。
　５日は定例監査報告等の諸般の報告に続いて、平成３０年度補正予算７議案を審議、採決し、原案ど
おり可決された。その後、指定管理の指定や条例の制定及び条例の一部を改正する条例、平成３１年度
一般会計予算及び特別会計予算など１４議案の提案説明が行われた。
　６日は議案精査のため休会。７日は６氏が一般質問を行った後、議案等の質疑、採決を行い、５日に
提案された１４議案の審議、採決を行い、原案どおり可決し会期を１日繰り上げて閉会した。

平成３１年　第２回　３月定例会の概要
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村
づ
く
り
推
進
常
任
委
員
会

道
路
整
備
促
進
特
別
委
員
会

常
任
委
員
会・特
別
委
員
会
の
活
動
報
告

■
２
月
20
日

「
執
行
部
か
ら
の
説
明
」

　
馬
路
林
材
加
工
協
同
組
合

の
取
組
に
つ
い
て「
Ｊ
Ａ
Ｓ
機
械

等
級
区
分
」の
取
得
や「
減
圧

乾
燥
施
設
」の
装
備
に
よ
る
見

せ
る
工
法
への
対
応
、邸
別
用
住

宅
製
品
の
生
産
な
ど
の
報
告
を

受
け
た
。

　
ま
た
、製
品
の
製
造
に
あ
た

り
、課
題
と
な
って
い
る
機
械
更

新
の
必
要
性
に
つ
い
て
現
状
の

説
明
を
受
け
た
。

 

こ
れ
に
対
し
、委
員
は
新
た
に

導
入
予
定
の
機
械
の
性
能
や
取

組
方
針
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
、

労
働
者
の
環
境
整
備
や
処
遇

改
善
等
に
よ
る
雇
用
の
増
大
と

林
業
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、

要
望
を
行
っ
た
。

「
所
管
案
件
の
調
査・研
究
及
び

提
言
に
関
す
る
事
項
」に
つい
て

　「
標
準
」町
村
議
会
傍
聴
規

則
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、他

町
村
の
傍
聴
規
則
等
を
対
比

す
る
な
ど
、本
村
の「
傍
聴
人
取

締
規
則
」の
在
り
方
に
つい
て
検

討
し
た
。

■
２
月
20
日

　
執
行
部
か
ら「
主
要
地
方
道

安
田
東
洋・魚
梁
瀬
公
園
線
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
」の
活
動

と
し
て
、平
成
31
年
２
月
６
日

に
県
道
の
整
備
促
進
を
図
る
た

め
、高
知
県
土
木
部
長
等
へ
要

望
活
動
を
行
っ
た
こ
と
に
つい
て

報
告
を
受
け
た
。

　
ま
た
、同
日
に
開
催
さ
れ
た

安
芸
土
木
事
務
所
と
の
情
報

交
換
会
で
は
、先
に
安
芸
土
木

事
務
所
か
ら
県
道
安
田
東
洋

線（
平
瀬
工
区
）の
工
事
進
捗

状
況
や
工
法
、今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
等
の
説
明
を
受
け
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、県
道
安
田
東

洋・魚
梁
瀬
公
園
線
の
工
事
に

お
け
る
通
行
時
間
制
限
の
実
施

に
関
し
、住
民
生
活
や
村
の
産

業
に
配
慮
さ
れ
る
よ
う
県
に
要

望
を
行
っ
た
。

議
会
運
営
委
員
会

　
一
般
質
問
に
は
、６
氏
が
立

ち
次
の
と
お
り
質
問
を
行
っ
た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）

■
３
月
１
日

平
成
31
年
第
２
回
定
例
会
の
日

程
に
つい
て

　
執
行
部
提
出
予
定
の
議
案

等
に
よ
り
会
期
を
３
月
５
日
か

ら
８
日
ま
で
の
４
日
間
と
し
、６

日
は
議
案
精
査
の
た
め
休
会
と

し
た
。

一

般

質

問

山
中
隆
　議
員

村
の
方
向
性
に
つい
て

問 

行
政
経
験
も
十
分
で
あ
る
村

長
は
、就
任
し
て
１
年
が
た
と
う

と
し
て
い
る
が
、い
ま
だ
村
の
方
向

性
が
見
え
な
い
。漫
然
と
今
ま
で

を
踏
襲
す
る
こ
と
な
く
、逆
転
の

発
想
も
考
え
る
と
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
、今
後
ど
う
取
り
組
む
の

か
を
問
う
。

答 （
村
長
）

　
日
本
全
体
の
人
口
構
成
を
踏

ま
え
れ
ば
、村
の
人
口
が
減
っ
て
い

く
こ
と
は
仕
方
が
な
い
面
も
あ
る

が
、思
い
を
持
ち
、村
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
活
動
に
熱
心
な
方
な
ど

の
人
材
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
村
に
移
住
し
、仕
事
や
暮
ら
し

を
通
し
て
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
む「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」や
、

馬
路
村
に
関
心
を
持
ち
、折
に
触

れ
応
援
や
活
動
の
輪
を
広
げ
る

「
特
別
村
民
」な
ど
の
関
係
人
口
、

多
面
的
な
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
企

業
や
大
学
、学
生
等
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
皆
さ
ん
な
ど
と
、そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
が
融
合
し
合
う
こ
と
で
村

は
に
ぎ
や
か
に
な
り
、人
が
人
を

呼
び
、仕
事
が
仕
事
を
作
っ
て
い

く
村
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

　「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
地
馬
路

村
」に
な
る
よ
う
、人
口
減
で
も

人
材
増
に
、さ
ら
に
は
人
材
の
育

成
と
確
保
に
よ
り
、本
村
の
生
き

残
り
を
か
け
た
施
策
等
の
実
施

と
発
展
を
目
指
し
て
、村
内
外
の

主
体
的・多
様
性
の
あ
る
方
々
と
、

職
員
と
も
に
一
丸
と
な
って
挑
戦

し
て
い
き
た
い
。

岡
田
元
生
　議
員

山
林
に
囲
ま
れ
た
村
の
里
山
環

境
整
備
に
つい
て

問
　
森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ

き
、適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い

山
林
な
ど
の
整
備
に
充
て
る
た
め

の
森
林
環
境
譲
与
税
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
村
の
森
林
率
は
全
国
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、戦
後
林
業
で

栄
え
た
馬
路
村
は
草
刈
り
場
で

あ
っ
た
城
山
や
三
宝
山
を
は
じ
め
、

里
山
の
畑
や
田
ん
ぼ
ま
で
杉
や
ヒ

ノ
キ
が
植
林
さ
れ
た
。密
植
す
る

こ
と
に
よ
り
、間
伐
と
主
伐
で
２

度
の
収
入
を
得
ら
れ
る
と
の
も
く

ろ
み
は
林
業
不
況
に
よ
り
崩
れ
、

木
材
の
伐
採
や
間
伐
等
の
手
入

れ
が
さ
れ
な
い
状
況
と
な
り
、私

た
ち
の
集
落
の
周
辺
ま
で
植
林
さ

れ
大
き
く
育
っ
た
林
に
よ
り
、日

照
や
景
観
、見
通
し
及
び
水
源
な

ど
生
活
環
境
の
悪
化
が
進
ん
で
い

る
。豊
か
で
美
し
く
住
み
良
い
環

境
を
整
え
る
た
め
に
、里
山
の
山

林
整
備
を
重
点
に
取
り
組
む
べ

き
と
き
で
は
な
い
か
。

答（
村
長
）

　
里
山
の
整
備
は
切
実
で
重
要

な
課
題
で
あ
り
、森
林
環
境
譲
与

税
も
活
用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
ず
は
見
本
を
示
し
、里
山
整

備
へ
の
理
解
を
深
め
る
取
組
を
行

い
た
い
。

こ
こ
が

聞
き
た
い
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平成30年度馬路村一般会計補正予算（第7号）について
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平成30年度馬路村小水力発電特別会計補正予算（第2号）について

馬路村魚梁瀬森林保養センターの指定管理の指定について

馬路村ポケットパークの設置及び管理に関する条例の制定について

職員の分限に関する手続及び効果等に関する条例の一部を改正する条例について

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について

一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
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馬路村魚梁瀬集会所設置条例を廃止する条例について

平成31年度馬路村一般会計予算について

平成31年度馬路村国民健康保険特別会計予算について

平成31年度馬路村簡易水道特別会計予算について

平成31年度馬路村診療所特別会計予算について

平成31年度馬路村介護サービス特別会計予算について

平成31年度馬路村後期高齢者医療特別会計予算について

平成31年度馬路村小水力発電特別会計予算について
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　平成３１年３月定例会は、３月５日から８日までの４日間の会期で開催された。
　５日は定例監査報告等の諸般の報告に続いて、平成３０年度補正予算７議案を審議、採決し、原案ど
おり可決された。その後、指定管理の指定や条例の制定及び条例の一部を改正する条例、平成３１年度
一般会計予算及び特別会計予算など１４議案の提案説明が行われた。
　６日は議案精査のため休会。７日は６氏が一般質問を行った後、議案等の質疑、採決を行い、５日に
提案された１４議案の審議、採決を行い、原案どおり可決し会期を１日繰り上げて閉会した。
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村
づ
く
り
推
進
常
任
委
員
会

道
路
整
備
促
進
特
別
委
員
会

常
任
委
員
会・特
別
委
員
会
の
活
動
報
告

■
２
月
20
日

「
執
行
部
か
ら
の
説
明
」

　
馬
路
林
材
加
工
協
同
組
合

の
取
組
に
つ
い
て「
Ｊ
Ａ
Ｓ
機
械

等
級
区
分
」の
取
得
や「
減
圧

乾
燥
施
設
」の
装
備
に
よ
る
見

せ
る
工
法
への
対
応
、邸
別
用
住

宅
製
品
の
生
産
な
ど
の
報
告
を

受
け
た
。

　
ま
た
、製
品
の
製
造
に
あ
た

り
、課
題
と
な
って
い
る
機
械
更

新
の
必
要
性
に
つ
い
て
現
状
の

説
明
を
受
け
た
。

 

こ
れ
に
対
し
、委
員
は
新
た
に

導
入
予
定
の
機
械
の
性
能
や
取

組
方
針
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
、

労
働
者
の
環
境
整
備
や
処
遇

改
善
等
に
よ
る
雇
用
の
増
大
と

林
業
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、

要
望
を
行
っ
た
。

「
所
管
案
件
の
調
査・研
究
及
び

提
言
に
関
す
る
事
項
」に
つい
て

　「
標
準
」町
村
議
会
傍
聴
規

則
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、他

町
村
の
傍
聴
規
則
等
を
対
比

す
る
な
ど
、本
村
の「
傍
聴
人
取

締
規
則
」の
在
り
方
に
つい
て
検

討
し
た
。

■
２
月
20
日

　
執
行
部
か
ら「
主
要
地
方
道

安
田
東
洋・魚
梁
瀬
公
園
線
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
」の
活
動

と
し
て
、平
成
31
年
２
月
６
日

に
県
道
の
整
備
促
進
を
図
る
た

め
、高
知
県
土
木
部
長
等
へ
要

望
活
動
を
行
っ
た
こ
と
に
つい
て

報
告
を
受
け
た
。

　
ま
た
、同
日
に
開
催
さ
れ
た

安
芸
土
木
事
務
所
と
の
情
報

交
換
会
で
は
、先
に
安
芸
土
木

事
務
所
か
ら
県
道
安
田
東
洋

線（
平
瀬
工
区
）の
工
事
進
捗

状
況
や
工
法
、今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
等
の
説
明
を
受
け
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、県
道
安
田
東

洋・魚
梁
瀬
公
園
線
の
工
事
に

お
け
る
通
行
時
間
制
限
の
実
施

に
関
し
、住
民
生
活
や
村
の
産

業
に
配
慮
さ
れ
る
よ
う
県
に
要

望
を
行
っ
た
。

議
会
運
営
委
員
会

　
一
般
質
問
に
は
、６
氏
が
立

ち
次
の
と
お
り
質
問
を
行
っ
た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）

■
３
月
１
日

平
成
31
年
第
２
回
定
例
会
の
日

程
に
つい
て

　
執
行
部
提
出
予
定
の
議
案

等
に
よ
り
会
期
を
３
月
５
日
か

ら
８
日
ま
で
の
４
日
間
と
し
、６

日
は
議
案
精
査
の
た
め
休
会
と

し
た
。

一

般

質

問

山
中
隆
　議
員

村
の
方
向
性
に
つい
て

問 

行
政
経
験
も
十
分
で
あ
る
村

長
は
、就
任
し
て
１
年
が
た
と
う

と
し
て
い
る
が
、い
ま
だ
村
の
方
向

性
が
見
え
な
い
。漫
然
と
今
ま
で

を
踏
襲
す
る
こ
と
な
く
、逆
転
の

発
想
も
考
え
る
と
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
、今
後
ど
う
取
り
組
む
の

か
を
問
う
。

答 （
村
長
）

　
日
本
全
体
の
人
口
構
成
を
踏

ま
え
れ
ば
、村
の
人
口
が
減
っ
て
い

く
こ
と
は
仕
方
が
な
い
面
も
あ
る

が
、思
い
を
持
ち
、村
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
活
動
に
熱
心
な
方
な
ど

の
人
材
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
村
に
移
住
し
、仕
事
や
暮
ら
し

を
通
し
て
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
む「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」や
、

馬
路
村
に
関
心
を
持
ち
、折
に
触

れ
応
援
や
活
動
の
輪
を
広
げ
る

「
特
別
村
民
」な
ど
の
関
係
人
口
、

多
面
的
な
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
企

業
や
大
学
、学
生
等
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
皆
さ
ん
な
ど
と
、そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
が
融
合
し
合
う
こ
と
で
村

は
に
ぎ
や
か
に
な
り
、人
が
人
を

呼
び
、仕
事
が
仕
事
を
作
っ
て
い

く
村
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

　「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
地
馬
路

村
」に
な
る
よ
う
、人
口
減
で
も

人
材
増
に
、さ
ら
に
は
人
材
の
育

成
と
確
保
に
よ
り
、本
村
の
生
き

残
り
を
か
け
た
施
策
等
の
実
施

と
発
展
を
目
指
し
て
、村
内
外
の

主
体
的・多
様
性
の
あ
る
方
々
と
、

職
員
と
も
に
一
丸
と
な
って
挑
戦

し
て
い
き
た
い
。

岡
田
元
生
　議
員

山
林
に
囲
ま
れ
た
村
の
里
山
環

境
整
備
に
つい
て

問
　
森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ

き
、適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い

山
林
な
ど
の
整
備
に
充
て
る
た
め

の
森
林
環
境
譲
与
税
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
村
の
森
林
率
は
全
国
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、戦
後
林
業
で

栄
え
た
馬
路
村
は
草
刈
り
場
で

あ
っ
た
城
山
や
三
宝
山
を
は
じ
め
、

里
山
の
畑
や
田
ん
ぼ
ま
で
杉
や
ヒ

ノ
キ
が
植
林
さ
れ
た
。密
植
す
る

こ
と
に
よ
り
、間
伐
と
主
伐
で
２

度
の
収
入
を
得
ら
れ
る
と
の
も
く

ろ
み
は
林
業
不
況
に
よ
り
崩
れ
、

木
材
の
伐
採
や
間
伐
等
の
手
入

れ
が
さ
れ
な
い
状
況
と
な
り
、私

た
ち
の
集
落
の
周
辺
ま
で
植
林
さ

れ
大
き
く
育
っ
た
林
に
よ
り
、日

照
や
景
観
、見
通
し
及
び
水
源
な

ど
生
活
環
境
の
悪
化
が
進
ん
で
い

る
。豊
か
で
美
し
く
住
み
良
い
環

境
を
整
え
る
た
め
に
、里
山
の
山

林
整
備
を
重
点
に
取
り
組
む
べ

き
と
き
で
は
な
い
か
。

答（
村
長
）

　
里
山
の
整
備
は
切
実
で
重
要

な
課
題
で
あ
り
、森
林
環
境
譲
与

税
も
活
用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
ず
は
見
本
を
示
し
、里
山
整

備
へ
の
理
解
を
深
め
る
取
組
を
行

い
た
い
。

こ
こ
が

聞
き
た
い
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同意議案第1号 副村長の選任について（中嶋健次） 賛成＝7票、反対0票 ―

　
平
成
31
年
第
３
回
臨
時
会
は
、
３
月
22
日
に

開
催
。

　
同
意
議
案
（
副
村
長
の
選
任
）
の
議
案
説
明

が
行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
同

意
、
可
決
さ
れ
閉
会
し
た
。

◎
同
意
議
案 

副
村
長
の
選
任

 
 

中
嶋
健
次
　
　

 
 

昭
和
49
年
５
月
23
日
生

 
 

千
葉
県
千
葉
市

平成３１年　第３回　臨時会の概要
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　全
国
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
　
　自
治
功
労
者
表
彰

岩
城
勝
則
　議
員

国
土
地
籍
調
査
の
再
調
査
に
つ
い

て問
　
旧
地
籍
図
の
未
調
査
地
区

（
白
地
）等
の
再
調
査
は
、固
定
資

産
税
の
課
税
に
不
公
平
さ
が
生

じ
、ま
た
所
有
権
移
転
登
記
に
支

障
が
生
じ
て
い
る
。こ
の
ま
ま
放

置
す
る
こ
と
は
、村
に
と
り
問
題

が
生
ず
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
た

め
、再
調
査
を
早
急
に
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答（
村
長
）

　
本
村
で
は
、昭
和
50
年
ご
ろ
に

行
っ
た
国
土
地
籍
調
査
の
実
施
地

区
に
つ
い
て
は
、全
地
区
を
再
調

査
対
象
と
す
る
こ
と
を
基
本
的

な
方
向
と
し
て
い
る
。全
額
、村
単

独
の
費
用
と
な
る
た
め
、毎
年
予

算
の
範
囲
内
で
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、登
記
所
に
備
え
付
け
の

17
条
地
図
は
、平
成
17
年
３
月
の

改
正
不
動
産
登
記
法
に
基
づ
き

14
条
地
図
と
改
め
ら
れ
、そ
の
白

地
に
は
所
有
者
不
明
地
や
地
番

記
載
漏
れ
な
ど
が
存
在
し
て
い
る
。

現
在
の
再
調
査
に
お
い
て
も
、所

有
者
不
明
地
や
筆
界
未
定
地
等

は
白
地
と
表
示
さ
れ
る
。

　
長
期
化
さ
れ
る
再
調
査
は
、白

地
も
同
様
に
当
該
地
で
は
な
く

「
字
」単
位
で
、継
続
実
施
し
て
い

く
の
で
、村
内
外
の
所
有
者
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
願
う
。

魚
梁
瀬
杉
の
家
の
管
理
及
び
運

営
に
つい
て

問
　
魚
梁
瀬
杉
の
家
の
指
定
管

理
者
の
協
定
締
結
が
本
年
３
月

末
と
な
っ
て
い
る
が
、４
月
か
ら
の

管
理
及
び
運
営
な
ど
村
の
対
応

を
問
う
。

答（
村
長
）

　
魚
梁
瀬
杉
の
家
の
指
定
管
理

は
、馬
路
村
観
光
協
会
魚
梁
瀬
支

部
と
の
協
定
が
本
年
３
月
末
ま

で
で
、昨
年
12
月
か
ら
募
集
を
行

っ
た
が
申
請
の
申
し
出
は
無
か
っ

た
。指
定
管
理
以
外
の
方
法
と
し

て
、魚
梁
瀬
杉
の
家
の
レ
ス
ト
ラ
ン

運
営
を
任
務
と
す
る「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」の
募
集
も
開
始
し
て

い
る
が
、問
い
合
わ
せ
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

　
当
面
の
間
は
、村
直
営
で
管
理

及
び
運
営
を
行
い
な
が
ら
、本
年

３
月
31
日
に
開
所
し
た「
集
落
活

動
セ
ン
タ
ー
や
な
せ
」の
運
営
や
活

動
状
況
等
と
あ
わ
せ
て
、協
議
、

検
討
を
行
い
、本
村
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
魚
梁
瀬
杉
の
普
及
と
交
流

施
設
と
し
て
の
活
用
を
図
っ
て
い

く
。

枦
山
民
夫
　議
員

魚
梁
瀬
の
水
源
地
に
つい
て

問
　
魚
梁
瀬
で
今
年
に
な
って
行

っ
た
水
源
地
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

の
今
後
の
見
通
し
と
、災
害
を
想

定
し
た
場
合
に
水
源
は
魚
梁
瀬

丸
山
台
地
内
に
必
要
で
は
な
い
か
。

答（
村
長
）

　
平
成
29
年
度
に
魚
梁
瀬
地
区

の
地
形
図
の
確
認
や
地
区
住
民
へ

の
聞
き
取
り
な
ど
の
事
前
調
査

を
行
い
、そ
の
結
果
を
基
に
本
年

１
月
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実
施

し
た
が
、渇
水
期
で
あ
っ
た
こ
と

が
一
因
で
、水
源
と
し
て
の
水
脈

は
見
つ
か
ら
ず
不
調
に
至
っ
た
。

　
平
成
31
年
度
に
は
電
気
探
査

で
地
形
を
把
握
し
た
結
果
を
踏

ま
え
、ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
継
続

し
て
い
く
。

　
ま
た
、魚
梁
瀬
地
区
の
水
源
は

災
害
時
の
緊
急
的
な
状
況
の
想

定
や
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
、魚
梁
瀬

丸
山
台
地
に
確
保
す
る
こ
と
が

理
想
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

皆
津
由
理
　議
員

魚
梁
瀬
中
学
校
の
設
備
に
つい
て

問
　
現
在
、魚
梁
瀬
中
学
校
の
校

舎
に
は
ト
イ
レ
の
設
備
が
な
く
、

小
松
博
　議
員

森
林
環
境
税
等
に
つい
て

問
　
林
業
界
の
悲
願
で
あ
っ
た
森

林
環
境
税
が
創
設
さ
れ
、森
林
環

境
譲
与
税
は
新
年
度
か
ら
導
入

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
平
成
31
年
度
の
村
の
行
政
方

針
や
一
般
会
計
当
初
予
算
へ
の

計
上
も
見
ら
れ
る
が
、今
後
こ
の

財
源
を
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

答（
村
長
）

　
森
林
経
営
管
理
法
の
施
行
に

あ
わ
せ
て
創
設
さ
れ
る
森
林
環

境
譲
与
税
に
つ
い
て
、村
で
は
搬

出
間
伐
な
ど
森
林
整
備
に
必
要

な
集
約
化
を
進
め
る
た
め
、本
年

度
か
ら
森
林
所
有
者
への
意
向
調

査
を
馬
路
村
森
林
組
合
と
連
携

を
図
り
行
う
計
画
で
あ
り
、国
か

ら
の
配
分
を
有
効
に
活
用
す
る
。

　
今
後
は
、森
林
所
有
者
の
意
向

を
確
認
し
た
上
で
、林
業
事
業
体

に
よ
る
積
極
的
な
森
林
整
備
を

展
開
す
る
。

　
ま
た
、所
有
者
不
明
の
森
林
の

増
加
や
境
界
未
確
定
の
森
林
の

存
在
に
お
い
て
は
、市
町
村
が
自

ら
管
理
を
行
う「
新
た
な
森
林
管

理
シ
ス
テ
ム
」の
導
入
を
行
い
、高

知
県
林
業
学
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
制
度
な
ど
を
活
用
し
、林
業

事
業
体
の
担
い
手
確
保
に
努
め
る
。

森
林
整
備
と
並
行
し
て
、森
林
や

林
業
へ
の
理
解
促
進
の
た
め
に
、

木
材
の
利
用
や
普
及
啓
発
等
の

取
組
も
着
実
に
進
め
て
い
く
。

中
学
生
は
日
常
的
に
不
便
さ
を

感
じ
、そ
の
切
実
な
思
い
は
学
校

新
聞
に
ま
で
書
か
れ
て
い
る
。

　
か
ね
て
魚
梁
瀬
中
学
校
に
お
い

て
、ト
イ
レ
の
必
要
性
や
教
室
の

不
足
の
訴
え
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

教
育
長
は
こ
の
現
状
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
。ま
た
、今
後
の
取

組
に
つい
て
問
う
。

答（
教
育
長
）

　
教
育
委
員
会
で
は
、児
童
生
徒

が
安
心
し
て
学
び
、楽
し
い
学
校

生
活
を
過
ご
す
た
め
に
は
、教
育

施
設
の
環
境
整
備
が
必
要
だ
と

考
え
、常
に
学
校
と
協
議
の
上
、

予
算
の
範
囲
内
で
進
め
て
い
る
。

　
魚
梁
瀬
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
、平
成
27
年
度
に
旧
中
学

校
取
壊
し
の
時
に
撤
去
さ
れ
た
が
、

学
校
か
ら
の
要
望
で
一
部
改
修

工
事
を
行
っ
て
お
り
、生
徒
に
学

校
生
活
で
著
し
く
不
便
は
か
け

て
い
な
い
と
い
う
判
断
を
し
た
旨

の
回
答
を
し
て
い
る
。

　
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、男
子
用

の
便
器
が
小
さ
い
と
い
う
要
望
が

あ
り
、６
月
の
補
正
予
算
で
対
応

す
る
方
向
も
検
討
し
つ
つ
、予
算

執
行
の
有
効
性・公
平
性
に
考
慮

し
た
教
育
施
設
の
環
境
整
備
を

図
って
い
く
。

五味　隆仁　議員

　
五
味
隆
仁
議
員
は
、

町
村
議
会
議
員
と
し

て
議
会
の
運
営
及
び

地
域
の
振
興
発
展
に

努
め
た
功
績
に
よ
り
、

平
成
31
年
２
月
21
日

に
開
催
さ
れ
た
高
知

県
町
村
議
会
議
長
会

第
70
回
定
期
総
会
に

お
い
て
自
治
功
労
者

表
彰
を
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

平成３０年度　馬路村表彰

○社会福祉功労賞　馬路村食生活改善推進協議会

　平
成
31
年
3
月
25
日
、
馬
路
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
に
て
、
馬
路
村
表
彰
規
定
に
よ
り
馬
路
村
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　馬路村食生活改善推進協議
会は昭和58年に設立され、当
時の主な活動は成人病予防と
して、減塩普及啓発のため、
各家庭のみそ汁の塩分測定や
うす味習慣の定着化の講習を
各地区で行い、「減塩活動」
に尽力された。ここ数年は、
保育、小中学校への訪問活動
として食育講座や調理実習な
どバランスのよい食事を通し
て将来を担う子どもたちへ健
康教育に努めるなど、地域全
体の食育推進活動へと展開し
ている。また、現在の会員は
24人が在籍し、高齢者には低
栄養予防、骨折、転倒予防の
取り組みを行っている。
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同
意

結
果

木
下
英
年

皆
津
由
理

岩
城
勝
則

五
味
隆
仁

岡
田
元
生

山
中
　
隆

枦
山
民
夫

小
松
　
博

同意議案第1号 副村長の選任について（中嶋健次） 賛成＝7票、反対0票 ―

　
平
成
31
年
第
３
回
臨
時
会
は
、
３
月
22
日
に

開
催
。

　
同
意
議
案
（
副
村
長
の
選
任
）
の
議
案
説
明

が
行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
同

意
、
可
決
さ
れ
閉
会
し
た
。

◎
同
意
議
案 

副
村
長
の
選
任
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49
年
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生
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　全
国
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
　
　自
治
功
労
者
表
彰

岩
城
勝
則
　議
員

国
土
地
籍
調
査
の
再
調
査
に
つ
い

て問
　
旧
地
籍
図
の
未
調
査
地
区

（
白
地
）等
の
再
調
査
は
、固
定
資

産
税
の
課
税
に
不
公
平
さ
が
生

じ
、ま
た
所
有
権
移
転
登
記
に
支

障
が
生
じ
て
い
る
。こ
の
ま
ま
放

置
す
る
こ
と
は
、村
に
と
り
問
題

が
生
ず
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
た

め
、再
調
査
を
早
急
に
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答（
村
長
）

　
本
村
で
は
、昭
和
50
年
ご
ろ
に

行
っ
た
国
土
地
籍
調
査
の
実
施
地

区
に
つ
い
て
は
、全
地
区
を
再
調

査
対
象
と
す
る
こ
と
を
基
本
的

な
方
向
と
し
て
い
る
。全
額
、村
単

独
の
費
用
と
な
る
た
め
、毎
年
予

算
の
範
囲
内
で
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、登
記
所
に
備
え
付
け
の

17
条
地
図
は
、平
成
17
年
３
月
の

改
正
不
動
産
登
記
法
に
基
づ
き

14
条
地
図
と
改
め
ら
れ
、そ
の
白

地
に
は
所
有
者
不
明
地
や
地
番

記
載
漏
れ
な
ど
が
存
在
し
て
い
る
。

現
在
の
再
調
査
に
お
い
て
も
、所

有
者
不
明
地
や
筆
界
未
定
地
等

は
白
地
と
表
示
さ
れ
る
。

　
長
期
化
さ
れ
る
再
調
査
は
、白

地
も
同
様
に
当
該
地
で
は
な
く

「
字
」単
位
で
、継
続
実
施
し
て
い

く
の
で
、村
内
外
の
所
有
者
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
願
う
。

魚
梁
瀬
杉
の
家
の
管
理
及
び
運

営
に
つい
て

問
　
魚
梁
瀬
杉
の
家
の
指
定
管

理
者
の
協
定
締
結
が
本
年
３
月

末
と
な
っ
て
い
る
が
、４
月
か
ら
の

管
理
及
び
運
営
な
ど
村
の
対
応

を
問
う
。

答（
村
長
）

　
魚
梁
瀬
杉
の
家
の
指
定
管
理

は
、馬
路
村
観
光
協
会
魚
梁
瀬
支

部
と
の
協
定
が
本
年
３
月
末
ま

で
で
、昨
年
12
月
か
ら
募
集
を
行

っ
た
が
申
請
の
申
し
出
は
無
か
っ

た
。指
定
管
理
以
外
の
方
法
と
し

て
、魚
梁
瀬
杉
の
家
の
レ
ス
ト
ラ
ン

運
営
を
任
務
と
す
る「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」の
募
集
も
開
始
し
て

い
る
が
、問
い
合
わ
せ
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

　
当
面
の
間
は
、村
直
営
で
管
理

及
び
運
営
を
行
い
な
が
ら
、本
年

３
月
31
日
に
開
所
し
た「
集
落
活

動
セ
ン
タ
ー
や
な
せ
」の
運
営
や
活

動
状
況
等
と
あ
わ
せ
て
、協
議
、

検
討
を
行
い
、本
村
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
魚
梁
瀬
杉
の
普
及
と
交
流

施
設
と
し
て
の
活
用
を
図
っ
て
い

く
。

枦
山
民
夫
　議
員

魚
梁
瀬
の
水
源
地
に
つい
て

問
　
魚
梁
瀬
で
今
年
に
な
って
行

っ
た
水
源
地
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

の
今
後
の
見
通
し
と
、災
害
を
想

定
し
た
場
合
に
水
源
は
魚
梁
瀬

丸
山
台
地
内
に
必
要
で
は
な
い
か
。

答（
村
長
）

　
平
成
29
年
度
に
魚
梁
瀬
地
区

の
地
形
図
の
確
認
や
地
区
住
民
へ

の
聞
き
取
り
な
ど
の
事
前
調
査

を
行
い
、そ
の
結
果
を
基
に
本
年

１
月
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実
施

し
た
が
、渇
水
期
で
あ
っ
た
こ
と

が
一
因
で
、水
源
と
し
て
の
水
脈

は
見
つ
か
ら
ず
不
調
に
至
っ
た
。

　
平
成
31
年
度
に
は
電
気
探
査

で
地
形
を
把
握
し
た
結
果
を
踏

ま
え
、ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
継
続

し
て
い
く
。

　
ま
た
、魚
梁
瀬
地
区
の
水
源
は

災
害
時
の
緊
急
的
な
状
況
の
想

定
や
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
、魚
梁
瀬

丸
山
台
地
に
確
保
す
る
こ
と
が

理
想
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

皆
津
由
理
　議
員

魚
梁
瀬
中
学
校
の
設
備
に
つい
て

問
　
現
在
、魚
梁
瀬
中
学
校
の
校

舎
に
は
ト
イ
レ
の
設
備
が
な
く
、

小
松
博
　議
員

森
林
環
境
税
等
に
つい
て

問
　
林
業
界
の
悲
願
で
あ
っ
た
森

林
環
境
税
が
創
設
さ
れ
、森
林
環

境
譲
与
税
は
新
年
度
か
ら
導
入

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
平
成
31
年
度
の
村
の
行
政
方

針
や
一
般
会
計
当
初
予
算
へ
の

計
上
も
見
ら
れ
る
が
、今
後
こ
の

財
源
を
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

答（
村
長
）

　
森
林
経
営
管
理
法
の
施
行
に

あ
わ
せ
て
創
設
さ
れ
る
森
林
環

境
譲
与
税
に
つ
い
て
、村
で
は
搬

出
間
伐
な
ど
森
林
整
備
に
必
要

な
集
約
化
を
進
め
る
た
め
、本
年

度
か
ら
森
林
所
有
者
への
意
向
調

査
を
馬
路
村
森
林
組
合
と
連
携

を
図
り
行
う
計
画
で
あ
り
、国
か

ら
の
配
分
を
有
効
に
活
用
す
る
。

　
今
後
は
、森
林
所
有
者
の
意
向

を
確
認
し
た
上
で
、林
業
事
業
体

に
よ
る
積
極
的
な
森
林
整
備
を

展
開
す
る
。

　
ま
た
、所
有
者
不
明
の
森
林
の

増
加
や
境
界
未
確
定
の
森
林
の

存
在
に
お
い
て
は
、市
町
村
が
自

ら
管
理
を
行
う「
新
た
な
森
林
管

理
シ
ス
テ
ム
」の
導
入
を
行
い
、高

知
県
林
業
学
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
制
度
な
ど
を
活
用
し
、林
業

事
業
体
の
担
い
手
確
保
に
努
め
る
。

森
林
整
備
と
並
行
し
て
、森
林
や

林
業
へ
の
理
解
促
進
の
た
め
に
、

木
材
の
利
用
や
普
及
啓
発
等
の

取
組
も
着
実
に
進
め
て
い
く
。

中
学
生
は
日
常
的
に
不
便
さ
を

感
じ
、そ
の
切
実
な
思
い
は
学
校

新
聞
に
ま
で
書
か
れ
て
い
る
。

　
か
ね
て
魚
梁
瀬
中
学
校
に
お
い

て
、ト
イ
レ
の
必
要
性
や
教
室
の

不
足
の
訴
え
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

教
育
長
は
こ
の
現
状
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
。ま
た
、今
後
の
取

組
に
つい
て
問
う
。

答（
教
育
長
）

　
教
育
委
員
会
で
は
、児
童
生
徒

が
安
心
し
て
学
び
、楽
し
い
学
校

生
活
を
過
ご
す
た
め
に
は
、教
育

施
設
の
環
境
整
備
が
必
要
だ
と

考
え
、常
に
学
校
と
協
議
の
上
、

予
算
の
範
囲
内
で
進
め
て
い
る
。

　
魚
梁
瀬
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
、平
成
27
年
度
に
旧
中
学

校
取
壊
し
の
時
に
撤
去
さ
れ
た
が
、

学
校
か
ら
の
要
望
で
一
部
改
修

工
事
を
行
っ
て
お
り
、生
徒
に
学

校
生
活
で
著
し
く
不
便
は
か
け

て
い
な
い
と
い
う
判
断
を
し
た
旨

の
回
答
を
し
て
い
る
。

　
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、男
子
用

の
便
器
が
小
さ
い
と
い
う
要
望
が

あ
り
、６
月
の
補
正
予
算
で
対
応

す
る
方
向
も
検
討
し
つ
つ
、予
算

執
行
の
有
効
性・公
平
性
に
考
慮

し
た
教
育
施
設
の
環
境
整
備
を

図
って
い
く
。

五味　隆仁　議員

　
五
味
隆
仁
議
員
は
、

町
村
議
会
議
員
と
し

て
議
会
の
運
営
及
び

地
域
の
振
興
発
展
に

努
め
た
功
績
に
よ
り
、

平
成
31
年
２
月
21
日

に
開
催
さ
れ
た
高
知

県
町
村
議
会
議
長
会

第
70
回
定
期
総
会
に

お
い
て
自
治
功
労
者

表
彰
を
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

平成３０年度　馬路村表彰

○社会福祉功労賞　馬路村食生活改善推進協議会

　平
成
31
年
3
月
25
日
、
馬
路
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
に
て
、
馬
路
村
表
彰
規
定
に
よ
り
馬
路
村
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　馬路村食生活改善推進協議
会は昭和58年に設立され、当
時の主な活動は成人病予防と
して、減塩普及啓発のため、
各家庭のみそ汁の塩分測定や
うす味習慣の定着化の講習を
各地区で行い、「減塩活動」
に尽力された。ここ数年は、
保育、小中学校への訪問活動
として食育講座や調理実習な
どバランスのよい食事を通し
て将来を担う子どもたちへ健
康教育に努めるなど、地域全
体の食育推進活動へと展開し
ている。また、現在の会員は
24人が在籍し、高齢者には低
栄養予防、骨折、転倒予防の
取り組みを行っている。



　　　　　　高知県が展開していた「幕末維新博」に代わって、「自然＆体験キャン
ペーン」が始まりました。馬路村も、魚梁瀬ふるさと応援隊が新しく始めたアクティ
ビティをPRしていこうと取り組んでいます。ダム湖SUPをきっかけに村に来て、温
泉に入って宿泊して、そして山へ川へユズ畑へ！ たくさんのお客さんに来てもらいた
いだけでなく、村民のみなさんにも楽しんでいただきたいと思っています。ぜひチャ
レンジしてみてください！

やなせダム湖SUP体験

キャンプ場のピザ釜で　ピザ焼き体験

★料金：1人4,800円（村民価格3,500円）道具レンタル・保険料込み

　　　　体格や体力によりますが、小学校の中学年くらいから可能です。

　　　　小さい子どもは、大人のボードの先端に同乗できます（別料金）

　　　　体験は1組１～６名様まで。夏以外も可能です！

★時間：講習と体験で約2時間　★3日前までに要予約

★料金：1組3,000円（講習料、ピザ2枚分込み）

　　　　　　＋ ピザ追加1枚につき800円

★時間：トッピングから約３０分

　　　　生地作りから約1時間

★3日前までに要予約

ほかにも…
魚梁瀬森林鉄道遺構ガイドツアー、

魚梁瀬森林鉄道運転体験、日本遺産

ガイド、曲げわっぱづくり体験など

村にはいろいろな体験プログラムが！

魚梁瀬ふるさと応援隊の連絡先

魚梁瀬多目的施設内  　TEL： 0887-42-2001　　メール： o-yanase@mc.pikara.ne.jp

☆ Facebook 「魚梁瀬ふるさと応援隊」　　Instagram「yanase_oentai」で検索してください☆

ダム湖SUP、ピザ焼き体験、林鉄遺構ガイドツアー
の問い合わせは、魚梁瀬ふるさと応援隊まで。

～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol.20・21 ～

体験型観光の先進地立役者！蒲 勇介さんの講演
　3月3日（日）、高知県東部観光協議会主催で岐阜県は長良川おんぱくから
小規模な体験プログラムを短期間に集めて行う「オンパク手法」の伝道師の
蒲 勇介さんを講師に招いて講演会が開催されました！体験型観光の極意を伝
授していただくべく参加してきました。中芸の体験型イベント「ゆずFeS」
もこのオンパク手法を用いて開催していて、冒頭にはゆずFeSリーダーの森 
大樹さんより過去に開催した中芸の体験プログラムを紹介いただきました。

　講演会では、長良川おんぱくによって地域の資源や人材を見つけるこ
とができ、若者がやりたいことを試せるプラットフォームにもすること
ができたことなど、どのようなことを実践してきて、どんな変化があっ
たのか、苦労話も交えながらお話しいただけました。
　蒲 勇介さんの取り組みから、このオンパクの輪は全国で大きく広がっ
ていて、高知県では中芸地域や佐川町でも開催され、高知県内外から多
くの方にご参加をいただいています。

日本遺産中芸５町村の若手職員研修！
　講師として、観光未来プランナーであり、㈱ANAシニアアドバイ
ザーを務める丁野 朗先生をお呼びして、2月13日（水）中芸地域の課題
を考え、その克服にはどんな事業ができるのか、中芸地域5町村の若手
行政職員の目線からワークショップを通して、計画をした事業を発表し
ていただきました。中芸地域の文化や伝統、ゆずと森林鉄道のストー
リーが認定されている中芸の日本遺産についてワークショップを通し
て、より理解し、考えを深めることで、若手職員のスキルアップと共に
日本遺産の発展につながっていくことを目的としています。
　今回ワークショップで作成した事業計画は、3月18日（月）に「中芸
みんなの日本遺産シンポジウム」で発表していただきました。
　今後もこのような活動を通して、日本遺産の持続的な活用や地域の発
展に生かしていきたいと思います。

　ゆずFeSというイベントをご存じでしょうか？中芸地域の資源を使った、小さなプログラムを短期間

であつめて開催します。過去には「こんにゃくづくり体験」や「ダム見学ツアー」など中芸の魅力の詰

まったプログラムを開催しています。あなたのやってみたいことはありませんか？「第４回ゆずFeS」

は今年8月ごろを予定しています。誰でも自分だけのプログラムをつくることができるチャレンジの場

となっていますので、お気軽に下記お問い合わせ先にご連絡ください！

お問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局

（中芸広域体育館内）　Tel.0887-30-1865

広報うまじ306号 ̶̶̶̶（12広報うまじ306号 ̶̶̶̶（13

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

保育園児や小学生も、先生
たちと見に来てくれました

「松村紫乃＆グループ琴」は
高知市内や県内外で活躍中

県外に住む、馬路村を愛する
「馬路村特別村民」の青年たち

　
初
代
の
応
援
隊
が
「
杉
の
家
」
に

ひ
な
人
形
を
飾
っ
て
始
ま
っ
た
、
や

な
せ
の
ひ
な
ま
つ
り
。
昨
年
か
ら
そ

れ
を
引
き
継
ぎ
、
高
知
県
東
部
の

「
土
佐
の
町
家
ひ
な
ま
つ
り
」
に
も

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
を
盛
り
込
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
年
も
地
区
の
人
か
ら
お
借
り
し

た
ひ
な
人
形
や
飾
り
が
和
室
い
っ
ぱ

い
に
飾
ら
れ
、
魚
梁
瀬
な
ら
で
は
の

「
森
林
鉄
道
ひ
な
ま
つ
り
列
車
」
や

「
魚
梁
瀬
未
来
郵
便
」
、
つ
ま
み
細

工
体
験
、
木
工
品
の
販
売
な
ど
を
実

施
。
杉
の
家
レ
ス
ト
ラ
ン
特
製
ひ
な

ま
つ
り
弁
当
や
金
林
寺
さ
ん
の
お
茶

席
な
ど
の
ご
協
力
も
あ
り
、
２
月
28

日
か
ら
３
月
３
日
の
期
間
中
に
、
延

べ
約
300
名
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
の
ひ
な
ま
つ
り
が
良
か
っ
た
か

ら
と
今
年
も
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
の

声
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
で
も
、
こ
れ
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
を

私
だ
け
で
開
催
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
き
ま
せ
ん
。
地
区
の
女
性
た
ち

と
作
っ
た
「
や
な
せ
ひ
な
ま
つ
り

会
」
だ
け
で
な
く
、
準
備
や
当
日
に

少
し
ず
つ
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方

な
ど
を
含
め
る
と
、
約
30
名
も
の
人

た
ち
が
関
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
お
琴
の
演
奏
会
、
歌
と

金
管
楽
器
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
応
援

隊
活
動
の
中
で
知
り
合
っ
た
み
な
さ

ん
の
「
魚
梁
瀬
の
た
め
な
ら
喜
ん

で
」
と
い
う
ご
好
意
で
実
現
し
た
も

の
で
す
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
会
場
は
い
っ
ぱ

い
に
な
り
、
木
の
温
も
り
を
感
じ
る

建
物
に
響
く
優
し
い
音
色
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
、
こ

れ
か
ら
も
、
魚
梁
瀬
に
来
る
人
も
居

る
人
も
、
そ
し
て
一
緒
に
作
る
人
も

幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

感
謝
の
「
や
な
せ
の
ひ
な
ま
つ
り
」
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尾
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名
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
の
ひ
な
ま
つ
り
が
良
か
っ
た
か

ら
と
今
年
も
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
の

声
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
で
も
、
こ
れ
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
を

私
だ
け
で
開
催
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
き
ま
せ
ん
。
地
区
の
女
性
た
ち

と
作
っ
た
「
や
な
せ
ひ
な
ま
つ
り

会
」
だ
け
で
な
く
、
準
備
や
当
日
に

少
し
ず
つ
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方

な
ど
を
含
め
る
と
、
約
30
名
も
の
人

た
ち
が
関
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
お
琴
の
演
奏
会
、
歌
と

金
管
楽
器
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
応
援

隊
活
動
の
中
で
知
り
合
っ
た
み
な
さ

ん
の
「
魚
梁
瀬
の
た
め
な
ら
喜
ん

で
」
と
い
う
ご
好
意
で
実
現
し
た
も

の
で
す
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
会
場
は
い
っ
ぱ

い
に
な
り
、
木
の
温
も
り
を
感
じ
る

建
物
に
響
く
優
し
い
音
色
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
、
こ

れ
か
ら
も
、
魚
梁
瀬
に
来
る
人
も
居

る
人
も
、
そ
し
て
一
緒
に
作
る
人
も

幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

感
謝
の
「
や
な
せ
の
ひ
な
ま
つ
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　隊
員

　西
尾
明
子

地域おこし協力隊地域おこし協力隊地域おこし協力隊



Dr.中川の
木の香る診察室から

　今回はロコモシリーズの最終回として食生活でのロコモ
対策についてお話ししたいと思います。

　ロコモティブシンドロームにならないためには、
食事による栄養はとても大切です。肥満になると
体重が増えた分、腰や膝に負担がかかりロコモの
原因になります。しかし、ダイエットや食欲不振
で栄養が不足すると、骨や筋肉の量が減ってロコ
モになってしまいます。特に高齢者の低栄養でや
せた状態「サルコペニア；筋肉減弱症」や高齢女
性に多い「骨粗しょう症」には注意しましょう。

〇「骨」を強くする食事
　骨は常に古いものから壊されては新しい骨がつ
くられ、生まれ変わっているためその材料が必要
です。材料が不足すると骨がスカスカな「骨粗
しょう症」になり、骨折しやすくなります。骨を
作る材料で最も大事なのはカルシウムですが、日
本人の多くが不足しています。

　またビタミンDやビタミンK、たんぱく質も大
事です。ビタミンDは腸でのカルシウの吸収を高
める働きがあり、ビタミンKは骨の形成や骨質の
維持に働いています。またカルシウムの吸収を妨
げる塩分やリン酸塩、カフェインのとりすぎにも
注意しましょう。加工食品の食品添加物の中には
リン酸塩が多く含まれているものがあり、過剰に
とるとカルシウムの吸収を妨げ、食塩やカフェイ
ンはとりすぎるとカルシウムの尿への排出を促す
作用があります。

〇「筋肉」を強くする食事
　せっかく運動をしても、食事をきちんととらず
エネルギーが不足すると、やせて筋肉が減ってし
まいます。筋肉の量を増やし、筋力を高めるため
には骨と同様に材料が必要です。最も重要な栄養
素はたんぱく質ですが、エネルギー源となる炭水
化物や脂質をしっかりとっておくことも大切です。
たんぱく質を多く含む食品としては、肉、魚、卵、
乳製品、大豆製品があります。
　「骨」、「筋肉」を維持するには栄養バランス
のいい食事が大切です。主食のごはん・パン・麺、
主菜の肉・魚・卵・豆腐、副菜の野菜・キノコ、
これらを3つの器にそろえて食べることが大事で
す。１日３回の食事、特に朝食もしっかりとりま
しょう。
　以上、１年かけてロコモについてお話をさせて
いただきました。
　そして、私はまた異動により皆さんとお別れす
ることとなりました。３年前と今年度との２年間、
皆さまと楽しく村での生活を過ごさせていただき、
大変お世話になりました。ありがとうございまし
た。最後に、健康についての格言をご紹介させて
いただきます。
　「Life is motion（生きることは動くこと）」、
「運動をする時間がないと言う人は、やがて病気
のために時間を失うことになる」という言葉があ
ります。食事と運動は生きる上でとても大切です。
皆さんも日常生活の自己管理を心がけ、健康寿命
を延ばし、大切な人達との時間を多く過ごし、実
り豊かな人生を送ってください。では、みなさん
お元気で。
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馬
路
村
が
誇
る
ゆ
ず
。
果
汁
を
絞

っ
て
ジ
ュ
ー
ス
や
お
料
理
に
使
用
し

た
り
、
皮
を
き
ざ
ん
で
ジ
ャ
ム
な
ど

に
。
果
実
を
そ
の
ま
ま
湯
船
に
浮
か

べ
て
ゆ
ず
湯
も
楽
し
め
る
。
種
か
ら

油
を
し
ぼ
れ
ば
化
粧
品
に
も
な
る
し
、

な
ん
と
い
っ
て
も
こ
ろ
ん
と
丸
く
鮮

や
か
な
黄
色
の
見
た
目
は
文
句
な
し

に
か
わ
い
い
。
そ
ん
な
ゆ
ず
の
実
が

な
る
ゆ
ず
の
木
は
ど
う
だ
ろ
う
。
木

の
幹
か
ら
枝
ま
で
び
っ
し
り
と
生
や

し
た
ト
ゲ
は
収
穫
や
世
話
の
時
に
体

を
あ
ち
こ
ち
傷
つ
け
る
し
、
う
っ
か

り
地
面
に
落
ち
た
枝
を
踏
め
ば
お
お

ご
と
だ
。
切
り
落
と
し
た
ら
危
な
く

な
い
場
所
に
集
め
る
、
そ
し
て
燃
や

す
…
と
い
う
の
が
村
の
人
の
鉄
則
な

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
ゆ
ず
の
村
に

来
た
ば
か
り
の
私
は
農
家
さ
ん
に
ご

迷
惑
を
か
け
つ
つ
も
こ
の
冬
、
ゆ
ず

の
木
を
集
め
に
集
め
た
。
ゆ
ず
の
木

を
使
っ
て
何
か
木
工
芸
品
を
作
り
た

か
っ
た
の
だ
。
実
と
同
様
ゆ
ず
の
木

の
肌
は
黄
色
く
、
目
は
き
め
こ
ま
か

く
て
肌
ざ
わ
り
が
良
い
。
適
度
に
硬

く
し
な
り
も
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
お

箸
や
ス
プ
ー
ン
な
ど
の
カ
ト
ラ
リ
ー

を
作
り
始
め
た
。
今
は
細
々
と
人
づ

て
に
売
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
は
馬

路
村
の
定
番
お
土
産
に
な
る
よ
う
な

も
の
を
作
り
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　隊
員

　永
田

　奏

地域おこし協力隊地域おこし協力隊地域おこし協力隊

　
平
成
31
年
３
月
31
日
に
、
馬
路
村
開

発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
魚
梁
瀬
地
区

の
住
民
を
は
じ
め
、
尾
﨑
県
知
事
や
来

賓
の
方
々
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
開

所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
設
立
ま
で

の
取
り
組
み

　
平
成
29
年
度
か
ら
集
落
活
動

セ
ン
タ
ー
設
立
に
向
け
た
し
く

み
づ
く
り
を
魚
梁
瀬
地
区
、
村
、

県
で
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
５
月
に
開
催
し
た

第
1
回
魚
梁
瀬
地
区
集
落
活
動

セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
会
の
中
で
、

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ

に
向
け
た
話
し
合
い
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
継
続
的
に
設
立
準

備
会
を
開
催
し
、
魚
梁
瀬
地
区

の
将
来
や
課
題
解
決
の
た
め
、

こ
れ
か
ら
の
方
向
性
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
第
３
回
目
設
立
準
備
会

か
ら
は
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
坂
本
誠

氏
を
迎
え
、
魚
梁
瀬
の
現
状
や

10
年
後
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
等
を

ふ
ま
え
、
課
題
に
つ
い
て
テ
ー

マ
を
決
め
て
少
人
数
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
会
議
を
重
ね

ま
し
た
。
会
議
で
は
若
い
世
代

か
ら
積
極
的
に
意
見
が
出
さ
れ
、

そ
の
意
見
を
も
と
に
活
動
目
的

を
「
新
し
く
人
を
呼
び
込
む
こ

と
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
５
回
の
準
備
会
を
経
て
、
平
成
31
年

1
月
９
日
に
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
設
立

総
会
が
開
催
さ
れ
、
魚
梁
瀬
地
区
住
民

の
総
意
を
得
て
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

や
な
せ
の
設
立
が
決
定
。
そ
し
て
４
つ

の
部
会
（
事
業
・
住
民
福
祉
・
観
光
・

若
者
）
を
設
け
、
具
体
的
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
月
２
〜
３
日
に
は
集
落
活

動
セ
ン
タ
ー
や
な
せ
の
役
員
等
で
、
先

進
地
視
察
（
津
野
町
・
梼
原
町
）
に
行

き
ま
し
た
。
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
「
は

つ
せ
」
で
は
、
キ
ム
チ
作
り
や
レ
ス
ト

ラ
ン
、
チ
ム
チ
ル
バ
ン
（
韓
国
式
低
温

サ
ウ
ナ
）
等
を
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

ゆ
す
は
ら
西
で
は
、
ジ
ビ
エ
事
業
を
、

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
「
奥
四
万
十
の

郷
」
で
は
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
取

り
組
み
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。
視
察

先
で
は
集
落
が
一
体
と
な
り
、
新
規
事

業
を
立
ち
上
げ
、
行
政
と
も
連
携
を
と

り
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
実
態
を
お
聞

き
し
、
魚
梁
瀬
で
は
何
が
で
き
る
か
、

を
改
め
て
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
４
部
会
が
そ
れ
ぞ
れ
部
会

を
開
催
し
、
今
後
の
活
動
計
画
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
28
日
に
は
、
臨
時
総
会

が
開
催
さ
れ
、
各
部
長
の
選
任
や
、
事

業
計
画
等
を
決
議
し
、
来
年
度
か
ら
開

発
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
、
本
格
的
に

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

○
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
と
は

　
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
旧
小

学
校
や
集
会
所
等
を
拠
点
に
、
地
域
外

の
人
材
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
近
隣
の

集
落
と
の
連
携
を
図
り
、
産
業
、
生
活
、

福
祉
、
防
災
な
ど
の
活
動
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
総
合
的
に
地
域
ぐ
る
み
で
取
り

組
む
仕
組
み
　

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
や
な
せ
を
設
立
し
ま
し
た

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
や
な
せ
を
設
立
し
ま
し
た
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いただきました。
　そして、私はまた異動により皆さんとお別れす
ることとなりました。３年前と今年度との２年間、
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ります。食事と運動は生きる上でとても大切です。
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り
た

か
っ
た
の
だ
。
実
と
同
様
ゆ
ず
の
木

の
肌
は
黄
色
く
、
目
は
き
め
こ
ま
か

く
て
肌
ざ
わ
り
が
良
い
。
適
度
に
硬

く
し
な
り
も
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
お

箸
や
ス
プ
ー
ン
な
ど
の
カ
ト
ラ
リ
ー

を
作
り
始
め
た
。
今
は
細
々
と
人
づ

て
に
売
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
は
馬

路
村
の
定
番
お
土
産
に
な
る
よ
う
な

も
の
を
作
り
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　隊
員

　永
田

　奏

地域おこし協力隊地域おこし協力隊地域おこし協力隊

　
平
成
31
年
３
月
31
日
に
、
馬
路
村
開

発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
魚
梁
瀬
地
区

の
住
民
を
は
じ
め
、
尾
﨑
県
知
事
や
来

賓
の
方
々
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
開

所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
設
立
ま
で

の
取
り
組
み

　
平
成
29
年
度
か
ら
集
落
活
動

セ
ン
タ
ー
設
立
に
向
け
た
し
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み
づ
く
り
を
魚
梁
瀬
地
区
、
村
、

県
で
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
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年
５
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開
催
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第
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魚
梁
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地
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集
落
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ン
タ
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設
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準
備
会
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中
で
、

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
立
ち
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け
た
話
し
合
い
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進
め
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く
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決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
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継
続
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設
立
準
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催
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魚
梁
瀬
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。
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ザ
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、
魚
梁
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年
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ジ
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等
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ふ
ま
え
、
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つ
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ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
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梁
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梁
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。
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落
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落
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お知らせお知 ら せ

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

706人、
164人、

332世帯
87世帯

人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生

０

1２

０

０

０

1４

０

４

７

1７

０

０

７

２1

877

870

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少

転出 職権 計
０

２ 馬路村特別村民 11,281人
（3月31日現在）

5　　月

２

３

月

月

4月・5月 むらの行事予定4月・5月 むらの行事予定

有害物収集

馬路村観光開き・魚梁瀬桜まつり（魚梁瀬丸山公園）

高知県議会議員選挙投開票日

村内4校新任式・始業式・入学式

リサイクル収集
乳児健診（奈半利町民会館）
魚梁瀬小中学校PTA総会（魚梁瀬多目的施設）

古紙収集（魚梁瀬）
人権相談所（馬路村役場）10：00～15：00
行政相談所（馬路村役場）10：00～12：00

職域ソフトボール大会

馬路地区PTA総会
リサイクル収集
春の遠足（馬路小学校）
1歳6カ月児健診（奈半利町民会館）
魚梁瀬地区PTA歓迎会（魚梁瀬多目的施設）
高知県立移動図書館（就業改善センター）10:40～11：40

古紙収集（馬路）

参観日（馬路小・中学校）

昭和の日

退位の日

4　　月

１
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金
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木

金
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２６
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２８

２９

３０

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木
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土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

即位の日

国民の祝日

中学春季卓球大会（～4日）　　　　　 憲法記念日

みどりの日

子どもの日

振替休日

有害物収集
乳児健診（奈半利町保健センター）
母の日バラ風呂（馬路温泉）
特定健診・健康診査受付開始（馬路診療所）～2月27日まで

古紙収集（魚梁瀬）

中芸地区夏季体育大会

第33回馬路地区スカッシュバレーボール大会（～15日）
リサイクル収集

胃がん（バリウム）検診（馬路診療所）受付8：30～10：00
1歳6カ月児健診・3歳児健診（奈半利町保健センター）
馬路・魚梁瀬小学校合同修学旅行（～24日）

古紙収集（馬路）

人権参観日（馬路小・中学校）
リサイクル収集

国民健康保険（国保）の手続き・届け出について
　国保は、病気やけがに備えて加入者が保険税を出し合い、医療にかかる費用に
充てる助け合いの制度です。職場の健康保険、国保組合、後期高齢者医療制度等
に加入している人や生活保護を受けている人を除く、全ての方が国保に加入する
必要があります。

保険の詳しい内容、資料の請求は、
ホームページをご覧ください。

スポーツ安全保険スポーツ安全保険

スポーツ安全保険広告用　A4 -1/4 1C
〈039 高知〉2019

携帯電話から
資料請求ができます。

https://www.sportsanzen.org
●資料請求は、インターネットより受付けております。

インターネットからも加入受付
を行っております。詳しくは、
ホームページをご覧ください。

文化活動も
加入出来ます

4名以上の団体・グループで
ご加入ください。

4名以上の団体・グループで
ご加入ください。

団体活動中の事故／往復中の事故
2019年4月1日の午前0時から2020年3月31日午後12時まで保 険 期 間

対象となる事故

088-820-1755 電話受付時間　午前8時30分～午後5時15分（土、日、祝日を除く。）

〒780-0850 高知市丸ノ内1-7-52
高知県庁西庁舎1階高知県支部

〈（公財）高知県スポーツ協会内〉

役場健康福祉課から10 連休における医療体制のお知らせ

　5月1日が天皇の即位の日として祝日とされたことから、4月27日から5月6日の期間
中は、多くの医療機関が休診となることが予想されます。
　村民の皆さまには、この期間中、救急医療を必要とされる方が円滑に受診できるよ
う救急医療の適正受診にご理解とご協力をいただきますようお願いします。
　○期間中は、いつも飲んでいるお薬を切らさないように、確認しておきましょう。
　○事前にかかりつけ医を受診するなどして、体調管理に努めましょう。
※受診可能な医療機関を探す場合
　こうち医療ネット(http ://www.kochi-iryo.net/)
　救急医療情報センター(電話088－825－1299)
※夜間(夜８時から深夜１時まで)のお子さんの急病
　こうちこども救急ダイヤル(# 8000 または088－873－3090)

　国保への加入や脱退は届け出が必要です！
　・職場の健康保険をやめて国保に加入される方
　・職場の健康保険に入って国保から脱退される方など
１４日以内に馬路村役場健康福祉課まで届け出をしてください。

【お問い合わせ先】
　馬路村役場　健康福祉課　☎（８）４４－２１１２
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　5月1日が天皇の即位の日として祝日とされたことから、4月27日から5月6日の期間
中は、多くの医療機関が休診となることが予想されます。
　村民の皆さまには、この期間中、救急医療を必要とされる方が円滑に受診できるよ
う救急医療の適正受診にご理解とご協力をいただきますようお願いします。
　○期間中は、いつも飲んでいるお薬を切らさないように、確認しておきましょう。
　○事前にかかりつけ医を受診するなどして、体調管理に努めましょう。
※受診可能な医療機関を探す場合
　こうち医療ネット(http ://www.kochi-iryo.net/)
　救急医療情報センター(電話088－825－1299)
※夜間(夜８時から深夜１時まで)のお子さんの急病
　こうちこども救急ダイヤル(# 8000 または088－873－3090)

　国保への加入や脱退は届け出が必要です！
　・職場の健康保険をやめて国保に加入される方
　・職場の健康保険に入って国保から脱退される方など
１４日以内に馬路村役場健康福祉課まで届け出をしてください。

【お問い合わせ先】
　馬路村役場　健康福祉課　☎（８）４４－２１１２
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 1 日 生活発表会（魚梁瀬保育所）
 お別れ遠足（魚梁瀬小学校）
 9 日 馬路中学校卒業式（馬路体育館）
10日 魚梁瀬小・中学校卒業式（魚梁瀬小・中学校体育館）
13日 親子スポーツ教室（馬路体育館）
19日 馬路小学校卒業式（就業改善センター）
22日 村内4校修了式・離任式
23日 馬路保育所卒園式
25日 庄屋祭・鬼門堂祭・村表彰
26日 魚梁瀬保育所卒園式
29日 高知県議会議員選挙告示日
31日 集落活動センターやなせ開所式

 1 日 豆まき（魚梁瀬保育所）
 3 日 杉の子発表会（魚梁瀬小・中学校）
 8 日 馬路小学校学習発表会（就業改善センター）
16日 生活発表会（馬路保育所）
17日 第36回中芸地区子ども駅伝競走大会（田野町）
28日 やなせのひなまつり（～3月3日）（魚梁瀬丸山公園）
28日 お別れ遠足（馬路小学校）

　「
平
成
最
後
」と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を

よ
く
ニュ
ー
ス
で
聞
き
ま
す
が
、広
報

う
ま
じ
も
平
成
最
後
の
発
行
と
な

り
ま
し
た
。平
成
を
振
り
返
る
と
、

芸
能
界
・ス
ポ
ー
ツ
界
の
引
退
が
多

か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。皆
さ
ん

は
、ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か
？

　
次
の
時
代
も
馬
路
村
に
と
っ
て
よ

り
飛
躍
す
る
時
代
と
な
る
よ
う
に

願
い
ま
す
。　
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目

　次

村内あちらこちら

3月13日　親子スポーツ教室（馬路体育館）

2月3日　杉の子発表会（魚梁瀬小・中学校）

2月16日　生活発表会（馬路保育所）　　

3月1日　お別れ遠足（魚梁瀬小学校）

3月31日　集落活動センターやなせ開所式

地域おこし協力隊・集落活動センターやなせ・・ １３･１４
Dr.中川の木の香る診察室から ・・・・・１５

お知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６

行事予定表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７

村内あちらこちら・村のできごと・・・・１８

2月

3月

平成３１年度一般会計当初予算 ・・・・ ２･３
赤ちゃん万歳・レイチェルコーナー ・・・４
第３６回中芸地区子ども駅伝競走大会 ・・５
おらが村の学校だより58 ・・・・・・・・ ６ ･７
議会だよりNo.156・村表彰 ・・・・・ ８～１１
中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会・ １２

　馬路温泉北側にポケットパークが完成し、３月２２日にオープンしました。
　村内の子どもたちには原風景として遊びながら郷土愛を育み、観光の方々には、思い出のワンシー
ンとなる。「馬路村の山並みをモチーフにした遊び場」ができました。
　遊びエリアのすべてにゴムチップが使われ、転倒時のけがを軽減し、滑りにくい舗装です。

ポケットパーク完成


